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誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
に
向
け
て

あ
ら
ゆ
る
人
に
届
く
支
援
体
制
を

と
も
に
生
き
る
社
会
づ
く
り

地
域
や
家
族
な
ど
共
同
体
と
し
て

の
「
つ
な
が
り
」
が
弱
体
化
し
て
い

く
中
で
、
相
談
す
る
相
手
が
な
く
、

孤
立
し
て
し
ま
い
「
生
き
づ
ら
さ
」

を
感
じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

家
族
構
造
の
変
化
と
多
様
化
に
よ

り
、
生
活
課
題
も
複
雑
化
や
複
合
化

が
進
み
、
５０
歳
代
の
ひ
き
こ
も
り
の

無
職
・
単
身
者
の
生
活
を
８０
歳
代
の

親
が
支
え
き
れ
な
く
な
る
８
０
５
０

問
題
や
育
児
期
に
あ
る
世
帯
が
同
時

に
親
の
介
護
を
迫
ら
れ
る
ダ
ブ
ル
ケ

ア
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
は
、
課
題
の
解
決
に
向
け
、
既

存
の
支
援
機
関
の
機
能
や
専
門
性
を

生
か
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
連
携
し
な

が
ら
分
野
や
属
性
を
問
わ
な
い
支
援

体
制
を
目
指
し
た
「
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
（
表
１
）」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
商
店
や
学
校
、
近
所
に
住
む
人
な

ど
、
地
域
で
生
活
す
る
全
て
の
人
と

人
が
関
わ
り
、
つ
な
が
る
こ
と
で
、

市
全
体
の
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
異
な
る
活
動
者
が
出

会
い
、
活
動
に
変
化
や
新
た
な
活
動

が
生
ま
れ
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て

「
共
生
福
祉
社
会
推
進
会
議
」
を
開

催
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
「
居
場
所
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

検
討
し
ま
し
た
（
表
２
）。

同
会
議
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
が
、
人

が
つ
な
が
る
居
場
所
の
仕
組
み
づ
く

り
や
担
い
手
の
確
保
、
支
援
を
行
う

人
の
育
成
に
効
果
を
も
た
ら
す
基
盤

と
な
り
ま
す
。

つ
な
が
り
続
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ

市
は
、
地
域
の
人
や
支
援
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
課
題
の
解
決
に
向

け
、
相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
継

続
的
に
支
援
を
行
う
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

孤
独
・
孤
立
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
こ
と
で
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
話
が
で
き
る
人
や
場
所
が

あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

市
は
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
が
複
雑
・
複
合
化
す
る
中
で
、

従
来
の
介
護
・
障
が
い
・
児
童
・
生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
ご
と

の
体
制
で
は
支
援
の
手
が
行
き
届
か
な
い
制
度
の
は
ざ
ま
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
地
域
・
高
年
福
祉
課
�
７８４
・
８
０

９
９
へ
。

乳幼児等・こども医療費助成制度が拡充

無償
助成制度なし

所得制限なし
高校生世代

乳幼児等・こども
無償０歳～中学生

入院外来
所得制限額年齢医療費助成制度名

福祉医療での一部負担金
（１医療機関などにつき）

乳幼児等・こども医療費助成制度の助成内容

助
成
制
度
が
拡
充

７
月
１
日
か
ら
「
乳
幼
児
等
・
こ

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
が
拡
充

し
、
中
学
生
ま
で
の
所
得
制
限
が
な

く
な
り
、
高
校
生
世
代
ま
で
の
入
院

医
療
費
が
無
償
に
な
り
ま
す
（
右

表
）。

６
月
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
▽
乳
幼
児
等
�
小
学
３

年
生
以
下
▽
こ
ど
も
�
小
学
４
年
〜

高
校
生
世
代
。

拡
充
内
容

★
中
学
生
ま
で
の
所
得
制
限
を
撤
廃

し
外
来
・
入
院
医
療
費
を
完
全
無
償

化

こ
れ
ま
で
所
得
制
限
額
を
超
え

同
制
度
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

４
月
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
同
制
度
の
受
給
者
証
が
発
行
で

き
ま
せ
ん
。

★
高
校
生
世
代
の
入
院
医
療
費
を
無

償
化

高
校
生
世
代
の
入
院
医
療
費

の
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。

同
世
代
で
、
７
月
以
降
に
入
院
し

た
場
合
は
、
診
療
月
か
ら
６
カ
月
以

内
に
入
院
時
の
領
収
書
を
市
後
期
医

療
福
祉
課
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。�

受
給
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
▽
対
象
者
の
健
康
保
険
証
▽
申
請

者
の
本
人
確
認
書
類
▽
世
帯
主
以
外

が
申
請
す
る
場
合
は
世
帯
主
の
印
鑑

▽
高
校
生
世
代
は
振
込
先
口
座
の
分

か
る
も
の
▽
中
学
生
ま
で
の
保
護
者

が
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
場
合

は
令
和
５
年
度
課
税
証
明
書
―
―
を

持
っ
て
直
接
、
市
役
所
１
階
の
後
期

医
療
福
祉
課
（
�
７８４
・
８
０
４
１
）

へ
。

捨てる前に確認を！
充電式電池は発火の原因

共生福祉社会推進会議のワーキング

�地域支援コーディネーターを配置�地域での新たな受け入れ先や支援の仕組みなどを協議
するプラットフォーム「伊丹市共生福祉社会推進会議」を実施�誰一人取り残さない社会に
向けた取り組みを啓発する共生福祉社会フォーラムを実施

地域づくり

�参加支援コーディネーターを配置�支援会議を通じ、社会参加に向けた支援を行う体制を
整備�各分野の就労支援担当者によるワークショップや連絡会議を実施参加支援

�アウトリーチ支援員を配置�支援会議を通じ、支援が必要な人へ働きかける伴走型支援を
行う体制を整備アウトリーチ支援

�相談支援コーディネーターを配置�支援の方向性を共有し、役割分担と調整を行う支援会
議を実施多機関協働

�高齢、障がい、児童、生活困窮、権利擁護などの各分野の相談部局に連携のための担当者
を配置し、組織横断的な相談支援が行える体制を整備包括的相談支援

取り組み事業名
表１ 本市の重層的支援体制整備事業の概要

�しんどさを抱える家庭や子どもたちが「助けて」と言える居場所について
�困っている人と手伝える人をマッチングする仕組みについて

子どもたちの居場
所Ｃ

�障がいのあるなしに関わらず、子どもや地域の人などが参加しやすい、互
いを知ることができる居場所について

障がい者が参加し
やすい居場所Ｂ

�高齢者、子ども、介護保険サービスなどを利用している人、働いている人な
どが参加できる居場所と居場所につなげるコーディネーターの育成について

高齢者と子どもが
交流できる居場所Ａ

内容テーマグループ
表２ 共生福祉社会推進会議のテーマと内容

タ
ル
カ
メ
ラ
・
加
熱
式
た
ば
こ
・
コ

ー
ド
レ
ス
掃
除
機
―
―
な
ど
多
く
の

家
電
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
充
電
式
電
池
な
ど

は
、
ご
み
と
一
緒
に
出
さ
ず
に
そ
れ

ぞ
れ
回
収
ボ
ッ
ク
ス
や
拠
点
回
収
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
は
次

の
通
り
。

▽
市
役
所
東
側
入
り
口
前
▽
南
分

室
▽
野
間
分
室
▽
く
ら
し
の
プ
ラ
ザ

▽
「
ふ
ら
っ
と
」
人
権
セ
ン
タ
ー
▽

伸
幸
苑
▽
※
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
▽

※
み
ど
り
の
プ
ラ
ザ
▽
※
き
ら
ら
ホ

ー
ル
▽
※
緑
ケ
丘
体
育
館
▽
※
神
津

交
流
セ
ン
タ
ー
▽
※
伊
丹
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
前
ホ
ー
ル
。

各
施
設
の
業
務
時
間
内
に
利
用
で

き
ま
す
（
※
は
土
・
日
曜
、
祝
日
の

利
用
も
可
）。

拠
点
回
収
実
施
場
所

拠
点
回
収
の
実
施
場
所
は
右
上
表

の
通
り
。
直
接
、
職
員
に
手
渡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
�

７８２
・
０
９
６
８
。

――伸幸苑（寺本６）―緑ケ丘体育館１４：００～１５：３０

時間
・
場所

野間分室
南分室

市役所駐車場
神津交流センター
くらしのプラザ

きららホール
こらくる

西野大谷公園
「ふらっと」人権
センター

―９：００～１０：３０

金木水火月回収曜日
拠点回収の曜日・時間・場所
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市教委は、夏休み期間中の自由プール
を、各小学校での実施から変更し、今年
度は市内４カ所の公共施設のプールを使
った自由プールを実施します。
【実施施設】▷緑ケ丘プ－ル▷伊丹スポ
ーツセンター▷ラスタホール▷アイ愛セ
ンター
【対象】市立小に通う市内の小学生
【配布枚数】１人５枚（各小学校から配
布）
各施設の実施時期や利用方法は、市ホ
ームページで確認してください（７月１７
日から一部施設は要予約。先着順）。

市教委スポーツ振興課�７８４-８０８８

小学生に無料チケット配布
夏休みはプールへ！

充
電
式
電
池
は

捨
て
る
前
に
確
認
を

ご
み
や
資
源
物
の
中
に
紛
れ
込
ん

で
捨
て
ら
れ
た
充
電
式
電
池
や
ボ
タ

ン
電
池
な
ど
を
使
用
し
た
家
電
製
品

が
、
ご
み
の
収
集
や
処
理
の
過
程
で

発
火
し
、
火
災
の
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

同
電
池
は
、
中
に
燃
え
や
す
い
液

体
が
入
っ
て
い
て
、
破
損
・
変
形
し

た
際
に
発
熱
や
発
火
す
る
危
険
性
が

あ
り
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
・
デ
ジ

発
火
す
る
充
電
式
電
池
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広報伊丹■２０２３（令和５）年７月１日 第１４９７号（２）

伊
丹
広
報
２
面

０
７
０
１
０
２

堀
❶
井
❷
岡
❸
岡
❹
堀
❺
藤
❻
藤
❼
岡
❽
井
❾
藤
10
井

令和6年度採用
消防吏員を
募 集

市
消
防
局
は
、
来
年
度
採
用
予
定

の
消
防
吏
員
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。【

採
用
人
数
】
６
人
。

【
受
験
資
格
】
▽
※
平
成
９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
４
年
制
大
学
を
卒
業
し

た
▽
※
１３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
同
法
に
基
づ
く
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
▽
１１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
救
急
救
命
士
法
に
よ
り
救
急
救

命
士
の
免
許
を
有
す
る
―
―
人
（
※

は
来
年
３
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
も
可
）。

【
１
次
試
験
】
▽
９
月
１７
日
㈰
�

筆
記
▽
２３
日
㈷
�
集
団
面
接
。

【
２
次
試
験
】
１０
月
下
旬
に
個
別

面
接
、
体
力
試
験
を
実
施
予
定
。

試
験
案
内
と
受
験
申
込
書
は
、
東

・
西
消
防
署
や
各
出
張
所
で
配

布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

�
８
月
２１
日
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら

読
み
取
り

可
）
か
ら
電
子
申
請
か
、
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・

０
８
８
１
昆
陽
１
―
１
―
１
伊

丹
市
消
防
局
消
防
総
務
課
（
�

７８３
・
０
１
２
２
）
へ
。

◎
「
も
し
も
の
時
に
備
え
て
応

急
手
当
を
学
ぼ
う
！
」
を
開
催

７
月
２０
日
㈭
午
前
９
時
半
、
市
消
防

局
３
階
の
研
修
室
で
。

心
肺
蘇
生
法
（
小
児
・
乳
児
）
と

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
取
り
扱
い
を
学
び
ま
す
。

対
象
・
定
員
は
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
３０
人
。
無
料
。
受
講
後
、

修
了
証
を
交
付
。

◎
応
急
手
当
普
及
員
（
救
急
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）
講
習
と
患
者
等
搬
送

事
業
乗
務
員
講
習
を
開
催

８
月
２

〜
４
日
の
午
前
９
時
半
（
全
３
回
・

合
計
２４
時
間
）、
市
消
防
局
３
階
の

研
修
室
で
。

対
象
・
定
員
は
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
３０
人
。
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
別
）。
受
講
後
、
認
定
証
を
交
付
。

＊

＊

�
電
話
で
市
消
防
局
救
急
課
�
７８３

・
０
３
２
２
へ
。
先
着
順
。

◆
防
火
・
防
災
管
理
者
資
格
付
与
講

習
会
を
開
催

８
月
３１
日
㈭
・
９
月

１
日
㈮
の
午
前
９
時
（
全
２
回
）、

東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
で
。

定
員
１２０
人
。
受
講
料
１
万
円
。

�
７
月
１２
〜
１９
日
に
（
一
財
）
日

本
防
火
・
防
災
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
か
ら
電
子
申
請
か
フ
ァ
ク
ス
０３

・
６
２
７
４
・
６
９
７
７
で
同
協
会

（
�
０３
・
６
２
６
３
・
９
９
０
３
）

へ
。
先
着
順
。

問
市
消
防
局
予
防
課
�
７８３
・
０
７

９
９
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

障
害
者（
児
）・
高
齢
障
害
者
・
母
子
家
庭
等
・
高
齢
期
移
行

受受
給給
者者
証証
をを
送送
付付

い
ず
れ
も
受
給
者
証
は
６
月
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
次
の
対
象
者
で
受

給
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
申
請

を
。【

対
象
者
】
▽
①
障
害
者
（
児
）

�
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療

育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
の
人
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
除
く
）
▽
②

高
齢
障
害
者
�
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
人
▽
母
子

家
庭
等
�
１８
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
配
偶
者
の
い
な
い
母
か
父
と
そ
の

子
、
両
親
の
い
な
い
１８
歳
ま
で
の
人

▽
③
高
齢
期
移
行
�
６５
〜
６９
歳
。

�
健
康
保
険
証
と
申
請
者
の
本
人

確
認
書
類
、
世
帯
主
以
外
が
申
請
す

る
場
合
は
世
帯
主
の
印
鑑
、
高
齢
障

害
者
本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合
は

本
人
の
印
鑑
、
ま
た
自
動
振
込
の
た

め
本
人
口
座
の
分
か
る
も
の
、
①
②

は
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
③
の

要
介
護
２
以
上
で
区
分
Ⅱ
に
該
当
す

る
人
は
、
要
介
護
認
定
結
果
通
知
書

か
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
令
和
５
年

度
課
税
証
明
書
を
持
っ
て
直
接
、
市

役
所
１
階
の
後
期
医
療
福
祉
課
（
�

７８４
・
８
０
４
１
）
へ
。

こ
ど
も
食
堂
、

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

７
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ
夏
本
番

で
す
。
幸
い
現
時
点
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
一
定
落
ち
着

い
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
に
行
動
制
限

の
無
い
夏
休
み
と
な
り
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
元
気
い
っ
ぱ
い
夏

を
満
喫
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん「
こ
ど
も
食
堂
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
地
域
の
皆
さ

ん
が
運
営
主
体
と
な
り
、
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
地
域
の
人
た
ち
に
安
価

で
食
事
を
提
供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
食
堂
で
す
。

本
市
は
２
０
１
６
年
５
月
に
最
初

の
こ
ど
も
食
堂
が
桜
台
地
区
で
開
設

さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
市
内
各
地
域
で

開
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
今
で
は
１４

小
学
校
区
、
１８
カ
所
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
「
食
堂
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
、
あ
る
い
は
一
人
で

食
事
を
と
る
「
孤
食
」
の
子
ど
も
た

ち
な
ど
へ
の
食
事
の
提
供
や
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る「
居
場
所
」の
確
保
、

さ
ら
に
地
域
に
お
け
る
多
世
代
交
流

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
の
醸

成
な
ど
で
す
。

同
食
堂
は
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ

る
調
理
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学

習
支
援
や
趣
旨
に
賛
同
し
た
事
業
者

や
団
体
、
個
人
に
よ
る
食
材
の
提
供

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
組
織
の
善

意
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
初
め
て
、
桜
台

地
区
の
「
さ
く
ら
っ
こ
食
堂
」
を
訪

問
し
て
き
ま
し
た
。
大
勢
の
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
り
、
誰
で
も
自
由
に
立

ち
寄
れ
る
多
世
代
交
流
の
場
で
も
あ

り
、
地
域
を
活
性
化
す
る
役
割
も
担

っ
て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

私
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を

支
え
育
む
こ
と
は
大
人
の
責
任
と
考

え
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か

ら
」
と
申
し
上
げ
、
子
ど
も
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
、
小
世
帯
化
が
進
み
、
共
働
き
家

庭
が
増
加
す
る
中
、
子
育
て
に
お
け

る
地
域
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
民
力
や
地
域
の
総
合
力
に
よ
り

成
り
立
つ
、
こ
ど
も
食
堂
。
皆
さ
ん

も
、
利
用
者
、
あ
る
い
は
運
営
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
同
食
堂
に
参
画

し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
伊
丹
市
長

藤
原

保
幸
）

ご協力お願いします
令和５年５月能登地方
地震災害義援金

令和４年度環境ポスター

入選作品を展示
市内エコ・ショッ
プ（ごみ減量化・再
資源化推進宣言の
店）などで、令和４
年度環境ポスターの
入選作品を展示しま
す。

ぐら

�７月１６日まで＝図書館「ことば蔵」�８月４～
３１日＝関西スーパーマーケット荒牧店（荒牧７）、同
鴻池店（鴻池５）、同桜台店（中野北３）、同稲野店
（安堂寺町３）、同駅前店（中央１）、白雪ブルワリー
ビレッジ長寿蔵（同３）�４～２５日＝ヒロコーヒー伊
丹いながわ店（北伊丹５）。

市生活環境課�７８１-５３７１

【郵便振替】▷口座番号＝００
１１０-０-３６４１４２▷口座名義＝日
赤令和５年５月能登地方地震災
害義援金▷振替手数料＝ゆうち
ょ銀行、窓口での取り扱いの場
合は無料。
※受領証の発行を希望する場合
は、通信欄に「受領証希望」と
記載を。同証は寄付金控除申請
に利用できます。
【募集期間】９月２９日まで。

市地域・高年福祉課
�７８４-８０９９

この広報紙は９万１７００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）

障害者（児）・高齢障害者・母子家庭等・高齢期移行の助成内容
福祉医療での一部負担金
（１医療機関などにつき）

入院

１割負担
月２４００円まで（※６）

１割負担
月１６００円まで（※６）

１割負担
月３２００円まで（※６）

１割負担
月１６００円まで（※６）

※１…平成３０年度から政令指定都市の市民税の税率は８％ですが、変更前の６％で算定された市民税所得割額で判定
※２…児童扶養手当全部支給基準：扶養親族が０人の場合（１人増えるごとに３８万円を加算）。所得制限額は、各所

得の合計額から雑損控除・医療費控除・社会保険料控除（定額８万円）・配偶者特別控除・小規模企業共済等
掛金控除などの合計額を控除した額

※３…平成３０年度税制改正により給与所得控除・公的年金控除が１０万円引き下げられ、基礎控除が１０万円引き上げら
れることに伴い、所得判定においては、給与所得の金額から最大で１０万円を控除した額（マイナスの場合は０
とする）により判定を行います

※４…低所得者とは、受給者と同世帯に属する人の全員が市町村民税非課税で世帯全員の年金収入８０万円以下か年金
収入を加えた所得（給与所得は最大１０万円控除した額）８０万円以下の人

※５…７０～７４歳の障害者医療費の受給者は、医療機関窓口で被保険者証と７月から交付する「障害者医療費受給者証」
と「高齢受給者証」を提示すると上表の一部負担金で受診できます

※６…高校生世代の児童が入院した場合は、各制度の受給者証を使用して自己負担分を支払った後、こども医療費の
入院分（保険適用分のみ）を申請すると入院費が無償になります

外来

６００円（月２日まで）

４００円（月２日まで）

８００円（月２日まで）

４００円（月２日まで）

負担区分

一般

低所得者
（※４）

一般

低所得者
（※４）

所得制限額

世帯の市町村民税所
得割額（合計額）が
２３万５０００円未満（住
宅借入金等特別税額
控除、寄附金税額控
除前）（※１）

年額４９万円（※２）。
ただし市町村民税非
課税世帯で年金収入
を加えた所得８０万円
以下の人は児童扶養
手当一部支給基準内
であれば対象（※３）

所得判定
対象者

本人・配偶者・
扶養義務者

本人か養育者

医療費助成
制度名

障害者（児）
（※５）・
高齢障害者

母子家庭等

福祉医療での一部負担金（月額）

入院＋外来（世帯）

１万５０００円

３万５４００円

外来（個人ごと）

８０００円

１万２０００円

所得制限額

市町村民税非課税で世
帯全員に所得なし（年
金収入８０万円以下で所
得なし）（※３）

市町村民税非課税世帯
で本人の年金収入を加
えた所得が８０万円以下
で要介護２以上（※３）

負担区分

区分Ⅰ
（２割）

区分Ⅱ
（２割）

所得判定
対象者

本人と世帯全員

医療費助成
制度名

高齢期移行
６５～６９歳



※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

※

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ ※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

※

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ ★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★

（３）広報伊丹■２０２３（令和５）年７月１日 第１４９７号

伊
丹
広
報
３
面

０
７
０
１
０
３

堀
❶
堀
❷
井
❸
岡
❹
堀
❺
藤
❻
岡
❼
堀
❽
堀

非
課
税
世
帯
な

ど

に
支
給

臨
時
特
別
給
付
金

市
は
、
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰

に
直
面
し
、
影
響
を
特
に
受
け
る
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯

当
た
り
３
万
円
の
特
別
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

６
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
民
票

が
あ
る
世
帯
で
、
同
一
の
世
帯
に
属

す
る
者
全
員
が
令
和
５
年
度
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯
へ
、
順

次
、
送
付
す
る
書
類
の
内
容
を
確
認

し
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
非
課
税
世
帯
で
は
な
く
１

月
以
降
に
収
入
が
激
減
し
、
非
課
税

相
当
に
な
っ
た
世
帯
も
給
付
金
が
受

け
取
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
７
月

３
日
か
ら
開
設
す
る
市
役
所
４
階
の

「
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
」

窓
口
で
相
談
を
。

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
で
読
み
取
り
可
）
で
確
認
を
。

問
市
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�
７６４

・
５
５
３
７
。

◆
市
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
市
民
意
識

調
査

７
月
中
旬
か
ら
文
化
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
満
１８
歳
以
上
の
中
か
ら

無
作
為
に
選
ん
だ
４
千
人
に
案
内
は

が
き
を
送
付
し
ま
す
。
回
答
結
果

は
、
文
化
振
興
の
方
向
性
を
定
め
る

「（
仮
称
）
伊
丹
市
文
化
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
」の
策
定
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

問
市
文
化
振
興
課
�
７８４
・
８
０
４

３
。

◆
市
上
下
水
道
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ

ニ
タ
ー
を
募
集

市
上
下
水
道
局

は
、
事
業
運
営
の
参
考
と
す
る
た

め
、
次
の
通
り
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
�
市
内
在
住
で
上
下

水
道
を
利
用
し
て
い
る
１８
歳
以
上
。

そ
の
他
は
同
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
を
▽
定
員
�
５０
人
▽
任
期
�
７
月

末
〜
来
年
３
月
３１
日
▽
活
動
内
容
�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
（
年
２

回
）、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
。

�
７
月
１
〜
２５
日
に
市
上
下
水
道

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
か
ら
電
子
申

請
を
。
応
募
動
機
な
ど
を
考
慮
し
、

選
考
。
７
月
下
旬
に
応
募
者
全
員
に

結
果
を
通
知
。

問
市
上
下
水
道
局
経
営
企
画
課
�

７８３
・
１
６
０
０
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
窓
口

を
開
催

７
月
２５
日
㈫
・
２６
日
㈬
の

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
受
け
付
け

は
４
時
半
ま
で
）、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

伊
丹
（
藤
ノ
木
１
）
１
階
で
同
カ
ー

ド
の
申
請
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

し
込
み
が
で
き
る
出
張
窓
口
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。当
日
直
接
、会
場
へ
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
休
日
開
庁

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
相

談
な
ど
が
で
き
る
窓
口
を
次
の
通
り

開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
�
７
月
３０
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
▽
会
場
�
市
役
所
１
階

の
市
民
課
窓
口
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

�
７８４
・
８
１
２
１
。

◆
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化

令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の

申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

相
続
に
よ
り
不
動
産
の
所
有
権
を

取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３

年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
が
必
要

で
す
。
正
当
な
理
由
な
く
３
年
間
放

置
し
た
場
合
１０
万
以
下
の
過
料
が
科

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
６
年

４
月
１
日
以
前
に
開
始
し
た
相
続
も

適
用
さ
れ
ま
す
。

問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
�
０７８
・
３４１

・
２
７
５
５
へ
。

【
市
市
民
相
談
課
の
司
法
書
士
相

談
】
相
続
登
記
に
つ
い
て
相
談
で
き

ま
す
。
無
料
。

問
市
市
民
相
談
課
�
７８４
・
８
０
１

１
。
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家庭菜園
利用者募集

市
は
、
家
庭
菜
園
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
菜
園
は
右
表
の
通

り
。▽

対
象
�
市
内
に
住
所
が
あ
る
１８

歳
以
上
の
人
か
学
校
園
、
福
祉
施
設

な
ど
（
現
在
、
市
家
庭
菜
園
を
利
用

し
て
い
る
人
は
不
可
。
応
募
は
１
世

帯
（
１
施
設
）
に
つ
き
１
菜
園
の
み
）

▽
利
用
料
（
年
額
）
�
標
準
２０
平
方

㍍
で
１
万
５
千
８００
円
（
年
度
途
中
の

利
用
は
減
額
）。

�
電
話
で
市
農
業
政
策
課
�
７８４
・

８
０
５
０
へ
。
先
着
順
。

◆
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
配
分
の
申

請
を
受
け
付
け

歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
で
集
ま
っ
た
募
金
は
、
誰
も
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
、
団

体
や
施
設
な
ど
が
年
末
年
始
に
行
う

地
域
活
動
に
役
立
て
る
よ
う
配
分
さ

れ
ま
す（
配
分
決
定
は
１０
月
上
旬
）。

対
象
事
業
は
、
１０
月
１４
日
〜
来
年

３
月
６
日
に
実
施
す
る
▽
地
域
で
福

祉
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
が
実
施
す

る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
子
ど

も
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
参
加
で
き

る
福
祉
活
動
▽
地
域
で
福
祉
活
動
を

行
う
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
地
域
福

祉
講
演
会
な
ど
の
啓
発
事
業
▽
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
法
人
が
実
施
す
る
地
域
交
流

事
業
▽
全
市
的
な
福
祉
活
動
へ
の
支

援
事
業
。

�
所
定
の
申
込
書
（
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
書
き
、
必

要
書
類
を
添
え
て
、
９
月
１
日
ま
で

に
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
０
０
１

４
広
畑
３
―
１
伊
丹
市
共
同
募
金
委

員
会
（
�
７７９
・
８
５
１
２
）
へ
。

◆
す
ず
は
ら
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
開

館

７
月
１
日
㈯
市
す
ず
は
ら
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
（
御
願
塚
６
）
が
開

館
し
ま
す
。
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
な
ど
で
使
用
し
ま
す
。

問
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
７８０
・

３
５
３
３
。

◆
７
月
１
〜
７
日
は
全
国
安
全
週
間

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
高
め
る
意

識
と
安
全
行
動

築
こ
う
み
ん
な
の

ゼ
ロ
災
職
場
」
で
す
。

労
働
者
が
健
康
で
安
全
で
快
適
に

働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場
を
労
使
で

点
検
し
、
改
善
を
行
い
、
安
全
意
識

を
高
め
て
労
働
災
害
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

問
兵
庫
労
働
局
安
全
課
�
０７８
・
３６７

・
９
１
５
２
。
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パパ
ブブ
ココ
メメ

結
果
を
公
表

市
は
、「
市
立
伊
丹
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン（
案
）」の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
結
果
を
次
の
通
り
公
表
し
ま
す
。

▽
公
表
期
間
�
７
月
３
日
〜
８
月

２
日
▽
公
表
場
所
�
市
役
所
１
階
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
同
３
階
の
総

務
課
（
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
）、
各

支
所
・
分
室
、
く
ら
し
の
プ
ラ
ザ
、

市
民
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
、「
ふ
ら

っ
と
」人
権
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館「
こ

ぐ
ら

と
ば
蔵
」、
※
市
立
伊
丹
病
院
内
、

地
域
医
療
体
制
整
備
推
進
班
（
各
窓

口
の
業
務
時
間
内
に
閲
覧
可
）、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
※
は
患
者
以
外
の

閲
覧
希
望
者
は
事
前
に
市
立
伊
丹
病

院
（
�
７７７
・
３
７
７
３
）
に
問
い
合

わ
せ
を
）。

問
市
地
域
医
療
体
制
整
備
推
進
班

�
７６７
・
１
０
２
９
。

◆
市
総
合
交
通
会
議
（
全
体
会
）
を

開
催

７
月
１１
日
㈫
午
後
２
時
、
市

役
所
１
階
の
１０１
会
議
室
で
。
議
題
は

「
伊
丹
市
総
合
交
通
計
画
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」。

定
員
５
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
４５
分
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
交
通
政
策
課
�
７８４
・
８
０
５

２
。

◆
第
１
回
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
を
開
催

７
月
１９
日

㈬
午
後
２
時
、
市
役
所
１
階
の
１０１
会

議
室
で
。
議
題
は
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
」な
ど
。

定
員
５
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
４５
分
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
介
護
保
険
課
�
７８４
・
８
０
３

７
。

◆
市
営
住
宅
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
委
員
を
募
集

市
は
、
市
営
住
宅

の
指
定
管
理
者
を
選
定
す
る
委
員
１

人
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人
▽
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
１８
歳
以
上
▽
本
市
の
他
の
審
議
会

な
ど
の
委
員
や
職
員
、
市
議
会
議
員

で
は
な
い
▽
市
営
住
宅
の
入
居
者
で

は
な
く
、
管
理
に
携
わ
っ
て
い
な
い

▽
利
害
関
係
が
な
い
▽
平
日
の
委
員

会
に
参
加
で
き
る
。

【
任
期
】８
〜
１０
月（
３
回
程
度
）。

報
酬
あ
り
。

�
市
役
所
４
階
の
住
宅
政
策
課
に

あ
る
応
募
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を

書
き
、「
こ
れ
か
ら
の
共
同
住
宅
の

管
理
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
小
論
文

（
４００
〜
８００
字
程
度
）を
添
え
て
、
７
月

３
〜
１４
日
に
直
接
か
郵
送
（
必
着
）

で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
住

宅
政
策
課（
�
７８４
・
８
０
６
９
）へ
。

◆
市
営
斎
場
及
び
市
神
津
墓
地
合
葬

式
墓
地
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
市

民
委
員
を
募
集

市
は
、
市
営
斎
場

と
市
神
津
墓
地
合
葬
式
墓
地
の
指
定

管
理
者
を
選
定
す
る
委
員
１
人
を
次

の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人
▽
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
２０
歳
以
上
▽
国
か
地
方
公
共
団
体

の
常
勤
職
員
、
議
会
議
員
で
な
い
▽

応
募
団
体
や
斎
場
・
合
葬
式
墓
地

の
運
営
に
関
与
し
て
い
な
い
▽
平

日
の
委
員
会
に
参
加
で
き
る
。

【
任
期
】
８
〜
１０
月
予
定
（
２

回
程
度
）。
報
酬
あ
り
。

�
市
役
所
４
階
の
生
活
環
境
課

か
市
営
斎
場
に
あ
る
応
募
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
書

き
、「
今
後
の
斎
場
・
合
葬
式
墓

地
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
と
題
し

た
小
論
文
（
８００
字
以
内
）
を
添
え

て
、
７
月
３
〜
１８
日
に
直
接
か
郵

送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５
０
３

伊
丹
市
役
所
生
活
環
境
課
（
�
７８１

・
５
３
７
１
）
へ
。

◆
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
２
人
が

表
彰

６
月
１４
日
、
全
国
市
議
会
議

長
会
第
９９
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、

次
の
２
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
敬

称
略
）。

▽
特
別
表
彰
（
市
議
会
議
員
４０
年

以
上
）
�
新
内
竜
一
郎
（
前
職
）
▽

一
般
表
彰（
市
議
会
議
員
１０
年
以
上
）

�
斉
藤
真
治
。

問
市
議
会
事
務
局
�
７８３
・
１
３
４

４
。

オオサンショウウオ
陸で発見した時は連絡を

市内の河川には、国指定特別天
然記念物のオオサンショウウオが
生息しています。
オオサンショウウオは、８月下
旬～９月中旬に産卵期を迎え、産
卵の巣穴確保のために移動するな
ど、日中の活動が活発になりま
す。触れると噛みつかれる危険が
あり、国から許可された専門家以
外の捕獲は文化財保護法違反にな
ります。オオサンショウウオを見
つけたときは次のことを守ってく
ださい。
�水中にいる場合＝周辺に巣が
あるのでそのままに�河川外、陸
上にいる場合＝触れずに市文化振
興課（文化財担当）へ�死体を見
つけた場合＝死体や骨も特別天然
記念物です。触れずに同担当へ。
市文化振興課（文化財担当）

�７８４-８０９０

７月４日～８月４日
サマージャンボ宝くじ

収益金は各都道府県の販売実績などに応じて交付
され、県内各市町で防災資機材や公
園整備などに活用されています。
県内の宝くじ売り場かインターネ
ットでお買い求めください。
（公財）兵庫県市町村振興協会

�０７８-３２２-１１５１

利用期限
令和６年２月末

７年２月末

１０年２月末

所在地
池尻２
池尻６
寺本６
寺本東２
昆陽南４

菜園名
第３０
第３２
第５２
第５３
第５７
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伊
丹
広
報
４
・
５
面

０
７
０
１
０
４
・
０
５

堀
❶
堀
❷
堀
❸
堀
❹
岡
❺
岡
❻
藤
❼
岡
❽
堀
❾
藤
10
藤
11
井

大
人
も
学
べ
る
楽
し
め
る
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集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

夏
の
講
座
特
集

話
を
聞
く

★
長
寿
蔵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
第
５
回

た
し
な
み
講
座

庭
園
編
」

７
月

９
日
㈰
午
後
２
時
、
白
雪
ブ
ル
ワ
リ

ー
ビ
レ
ッ
ジ
長
寿
蔵（
中
央
３
）で
。

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
庭
園
設

ち
さ
を

計
者
の
重
森
千
靑
さ
ん
が
枯
山
水
庭

園
の
美
と
魅
力
を
語
り
ま
す
。
庭
園

見
学
と
日
本
酒
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

あ
り
。

対
象
・
定
員
は
２０
歳
以
上
３０
人
。

参
加
料
千
円
。

�
電
話
で
長
寿
蔵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

イ
ベ
ン
ト
事
務
局
�
７７３
・
１
６
０
１

へ
。
先
着
順
。

★
「
や
さ
し
い
古
文
書
教
室
」
特
別

講
演

７
月
１４
日
㈮
午
後
１
時
半
、

ぐ
ら

図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
で
。

京
都
教
育
大
名
誉
教
授
の
西
山
克

さ
ん
が
「
一
枚
の
文
書
か
ら
〜
伊
勢

お

し
御
師
の
世
界
」
を
語
り
ま
す
。

定
員
５０
人
。
受
講
料
２００
円
。
当
日

直
接
、
会
場
へ
。
先
着
順
。

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�
７７２

・
５
９
５
９
。

★
「
野
の
ユ
リ
・
園
芸
の
ユ
リ
」
講

演
会

７
月
１４
日
㈮
午
後
１
時
半
、

東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
で
。

講
師
は
元
大
阪
府
立
花
の
文
化
園

園
長
で
農
学
博
士
の
竹
田
義
さ
ん
。

定
員
１００
人
。
無
料
。

�
７
月
３
日
か
ら
電
話
で
市
み
ど

り
自
然
課
�
７８０
・
３
５
２
１
へ
。
先

着
順
。

★
演
劇
サ
ポ
ー
ト
講
座
〜
創
作
を
支

え
る
た
め
の
３
つ
の
レ
ッ
ス
ン

８

月
２
〜
１６
日
の
水
曜
（
全
３
回
）
午

後
７
時
、
ア
イ
ホ
ー
ル
で
。

演
劇
指
導
に
必
要
な
シ
ア
タ
ー
ゲ

ー
ム
の
方
法
や
戯
曲
の
書
き
方
・
選

び
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

対
象
・
定
員
は
教
職
員
か
地
域
の

団
体
で
演
劇
指
導
に
携
わ
り
た
い
２０

人
。
受
講
料
５
千
円
（
１
回
２
千

円
）。�ア

イ
ホ
ー
ル
（
�
７８２
・
２
０
０

０
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

を
。
先
着
順
。

★
真
夏
の
夜
の
こ
わ
〜
い
話

８
月

１５
日
㈫
午
後
６
時
、
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル

で
。怪

談
作
家
・
宇
津
呂
鹿
太
郎
さ
ん

の
１００
円
で
買
い
取
っ
た
不
思
議
な
話

・
怖
い
話
。

定
員
５０
人
。
参
加
料
６００
円
（
高
校

生
以
下
無
料
）。

�
７
月
４
日
午
前
１０
時
か
ら
中
央

公
民
館
�
７８４
・
８
０
０
０
（
フ
ァ
ク

ス
７８４
・
８
０
０
１
、
同
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も
可
）
へ
。
先

着
順
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
へ

社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

７
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
の
強
調
月
間
で
す
。
同
運
動
は
犯

罪
や
非
行
の
防
止
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

【
啓
発
イ
ラ
ス
ト
展
示
会
】
７
月

３１
日
㈪
（
１５
日
㈯
除
く
）
ま
で
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
（
１４
日
㈮
は
伊
丹
ア

イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）
で
。

【
ジ
ョ
イ
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
】
１４

日
㈮
午
後
６
時
半
、
伊
丹
ア
イ
フ
ォ

ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
。
出
演
は
天
王
寺

川
・
荒
牧
中
コ
ー
ラ
ス
部
、
伊
丹
市

吹
奏
楽
団
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
で
確

認
を
。
無
料
（
要

整
理
券
。
整
理
券
は
７
月
３
日
よ
り

同
ホ
ー
ル
か
市
役
所
１
階
の
地
域
・

高
年
福
祉
課
で
配
布
）。
先
着
順
。

問
市
地
域
・
高
年
福
祉
課
�
７８４
・

８
０
９
９
。

◆
人
権
啓
発
標
語
を
募
集

市
教
委

は
、
一
人
一
人
が
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
受
け
止

め
、
人
権
文
化
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
人
権
啓

発
標
語
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
内
容
�
日
常
生
活
の
体
験

を
通
し
て
、
基
本
的
人
権
を
守
る
こ

と
を
訴
え
る
未
発
表
作
品
（
い
じ
め

に
つ
い
て
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
含
む
）
▽
対
象
�
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
１５
歳
以
上
（
中
学

生
除
く
）。

優
秀
作
品
と
入
選
作
品
に
は
、
賞

状
と
記
念
品
を
贈
呈
。

�
は
が
き
か
封
書
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
標
語

を
書
い
て
、
８
月
１０
日
ま
で
に
直
接

か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５
０

３
伊
丹
市
教
育
委
員
会
事
務
局
人
権

教
育
室
（
フ
ァ
ク
ス
７８０
・
３
５
１
９

も
可
）
へ
。

◎
人
権
啓
発
映
画
上
映
会
を
開
催

８
月
１８
日
㈮
午
前
１０
時
半
、
午
後
２

時
、
東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
で
。
映

画「
破
戒
」（
２
０
２
２
年
。
日
本
。

１１９
分
）
を
上
映
。定
員
�
各
千
人
。

無
料
。当
日
直
接
、会
場
へ
。先
着
順
。

＊

＊

問
市
教
委
市
人
権
教
育
室
�
７８４
・

８
１
１
３
。

体
を
動
か
す

★
む
ぎ
わ
ら
音
頭
・
摂
津
音
頭
を
踊

っ
て
み
よ
う

７
月
２０
日
㈭
午
後
１

時
半
、
東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
で
。

む
ぎ
わ
ら
音
頭
・
摂
津
音
頭
両
保

存
会
会
員
に
よ
る
指
導
で
、
無
形
民

俗
文
化
財
の
両
音
頭
を
踊
り
ま
す
。

定
員
１５
人
。
無
料
。

�
７
月
３
〜
１９
日
に
電
話
で
市
文

化
振
興
課
（
文
化
財
担
当
）
�
７８４
・

８
０
９
０
へ
。
先
着
順
。

★
朝
活
ス
イ
ム

７
月
３０
日
㈰
午
前

８
時
半
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ラ
ス
タ

で
。初

心
者
向
け
に
、
泳
力
に
合
わ
せ

て
４
泳
法
の
基
礎
を
練
習
し
ま
す
。

定
員
２０
人
。
受
講
料
千
円
。

�
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ラ
ス
タ
�
７８１
・

４
８
８
８
へ
。
先
着
順
。

★
さ
わ
や
か
卓
球
教
室

８
月
３
〜

３１
日
の
木
曜
（
全
５
回
）
午
後
１
時

半
、
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
。

対
象
・
定
員
は
市
内
在
住
の
１６
歳

以
上
２０
人
。
無
料
（
保
険
料
別
）。

�
７
月
２６
日
ま
で
に
教
室
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
を
書
い
て
、

直
接
か
往
復
は
が
き
（
消
印
有
効
）

で
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
�
７８３
・
２
３

５
０
（
フ
ァ
ク
ス
７８５
・
２
４
６
１
も

可
）へ
。応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

★
生
演
奏
で
贅
沢
ラ
ジ
オ
体
操

８

月
１２
日
㈯
午
前
１１
時
。

伊
丹
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
と
、
伊
丹
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
生
演
奏
で

ラ
ジ
オ
体
操
第
一
を
行
い
ま
す
。
終

了
後
、
弦
楽
四
重
奏
の
演
奏
を
楽
し

み
ま
す
。

定
員
６０
人
。
無
料
。

◎
※
ゴ
ス
ペ
ル
教
室

９
月
１１
日
〜

１２
月
１８
日
の
月
曜
（
全
８
回
）、
午

前
１１
時
、
午
後
１
時
半
。

定
員
各
３５
人
。
受
講
料
各
８
千
円

（
教
材
費
別
）。

◎
※
オ
カ
リ
ナ
教
室

９
月
１２
日
〜

１２
月
１９
日
の
火
曜
（
全
８
回
）
▽
午

前
１０
時
半
�
初
級
▽
午
後
１
時
�
中

級
▽
午
後
３
時
�
入
門
。

定
員
各
若
干
名
。
受
講
料
各
８
千

円
（
教
材
費
別
）。

＊

＊

い
ず
れ
も
伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で
。

�
７
月
７
日
か
ら
伊
丹
ア
イ
フ
ォ

ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
�
７８０
・
２
１
１
０

（
※
は
午
後
１
時
か
ら
電
話
も
可
）

へ
。
先
着
順
。

宇津呂鹿太郎さん

図
書
館「
こ
と
ば
蔵
」

交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど

ぐ
ら

図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
１
階
の
交

流
フ
ロ
ア
で
７
月
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
無
料
。

★
生
き
て
い
る
み
た
い
⁉
コ
ト
コ
ト

く
ん
を
つ
く
っ
て
、
あ
そ
ぼ
う

７

月
６
日
㈭
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
。

定
員
は
小
学
生
以
下
５０
人
（
就
学

前
は
保
護
者
同
伴
）。
当
日
直
接
、

会
場
へ
。

メ

イ

ク

★
こ
と
ば
蔵
即
詠
歌
会

M
ake

ア
ワ
ー

タ

ン

カ

O
ur
Tanka

９
日
㈰
午
後
２

時
。定

員
１５
人
。

★
知
的
書
評
合
戦
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

テ
ー
マ「
海
」
１５
日
㈯
午
後
２
時
。

定
員
７
人
（
バ
ト
ラ
ー
）。

★
す
の
こ
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ

２９
日
㈯
午
後

１
時
。

定
員
は
小
学
生
以
上
１５
人
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）。

★
身
近
な
自
然
「
絵
は
が
き
」
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

３０
日
㈰
午
前
１０
時

半
。定

員
は
小
学
生
以
下
２０
人
（
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

＊

＊

�
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
�
７８４
・

８
１
７
０
へ
。
先
着
順
。

◆
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ

ン
ク
ー
ル

市
立
図
書
館
は
、「
図

書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
」
の
地

域
（
伊
丹
）
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。

身
近
な
疑
問
や
興
味
が
あ
る
こ
と

な
ど
自
由
に
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
図

書
館
な
ど
で
調
べ
、
ま
と
め
た
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

優
れ
た
作
品
は
図
書
館
「
こ
と
ば

蔵
」
で
表
彰
・
展
示
し
、
一
部
は
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
�
８
月
１６
日
〜
９
月

１０
日
▽
対
象
�
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
小
学
生
以
上
。
参
加
賞
あ
り
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
を
。

◎
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
関
連
講

座
を
開
催

７
月
２６
日
㈬
午
前
１０
時

半
、
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
で
。

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員

に
よ
る「
伊
丹
の
学
び
舎
橋
本
香
坡

と
明
倫
堂
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
。

定
員
３０
人
。
無
料
。

�
７
月
５
〜
１９
日
に
同
館
へ
。
先

着
順
。

◎
エ
ジ
ソ
ン
こ
う
ざ
・
ガ
リ
レ
オ
こ

う
ざ
を
開
催

理
科
の
体
験
を
通
し

て
気
付
い
た
こ
と
や
分
か
っ
た
こ
と

を
ま
と
め
ま
す
。

【
ガ
リ
レ
オ
こ
う
ざ
】
▽
８
月
３

日
㈭
午
後
２
時
、
４
日
㈮
午
前
１０
時

�
モ
ー
タ
ー
で
動
く
動
物
▽
５
日
㈯

午
後
２
時
、
６
日
㈰
午
前
１０
時
�
不

思
議
な
振
り
子
。
い
ず
れ
も
全
２

回
。対

象
・
定
員
は
市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
４
〜
６
年
生
各
２０
人
。

【
エ
ジ
ソ
ン
こ
う
ざ
】
８
月
８
日

㈫
午
後
２
時
�
野
菜
の
サ
イ
エ
ン

ス
。対

象
・
定
員
は
市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
１
〜
３
年
生
３２
人
。

い
ず
れ
も
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」

で
。
無
料
。

�
７
月
１
〜
１５
日
に
同
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
を
（
１
人
１

講
座
ま
で
）。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

＊

＊

問
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
�
７８３
・

２
７
７
５
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

身近な自然「絵はが
き」ワークショップ

作
っ
て
み
る

★
男
性
料
理
入
門

▽
８
月
３
日
〜

９
月
１４
日
�
木
曜
コ
ー
ス
▽
８
月
５

日
〜
９
月
１６
日
�
土
曜
コ
ー
ス
、
い

ず
れ
も
全
３
回
午
前
１０
時
半
、
ラ
ス

タ
ホ
ー
ル
で
。

テ
ー
マ
は
「
夏
バ
テ
知
ら
ず
の
ガ

ッ
ツ
リ
ご
は
ん
！
」。
ハ
ン
バ
ー
グ

ジ
ー
ロ
ー
ハ
ン

ス
テ
ー
キ
、
鶏
肉
飯
な
ど
に
挑
戦
。

男
性
同
士
少
人
数
で
幅
広
い
献
立
を

学
び
ま
す
。

定
員
各
１０
人
。
参
加
料
各
８
千
７００

円
。

�
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
�
７８１
・
８
８
７

７
（
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
も
可
）
へ
。
先
着
順
。

★
和
の
伝
統
の
お
細
工
物
を
楽
し
む

８
月
５
日
㈯
午
前
９
時
、
サ
ン
シ
テ

ィ
ホ
ー
ル
で
。

姉
様
人
形
作
り
。

対
象
・
定
員
は
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
１５
組
。
受
講
料
２
千
円
（
１
組

１
点
）。

�
７
月
２６
日
ま
で
に
教
室
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
を
書
い
て
、

直
接
か
往
復
は
が
き
（
消
印
有
効
）

で
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
�
７８３
・
２
３

５
０
（
フ
ァ
ク
ス
７８５
・
２
４
６
１
も

可
）へ
。応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

★
歴
史
ロ
マ
ン
体
験
学
習

８
月
８

日
㈫
午
前
１０
時
、
午
後
１
時
、
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
。

ゴ
ム
動
力
の
飛
行
機
を
作
り
ま

す
。対

象
・
定
員
は
小
学
生
各
１０
人

（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

参
加
料
各
５００
円
。

�
７
月
１０
日
か
ら
電
話
で
市
文
化

振
興
課
（
文
化
財
担
当
）
�
７８４
・
８

０
９
０
へ
。
先
着
順
。
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堀
❶
堀
❷
堀
❸
堀
❹
岡
❺
岡
❻
藤
❼
岡
❽
堀
❾
藤
10
藤
11
井

健
康

熱
中
症
に注

意
を

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
日
中
の
日
差

し
が
強
く
な
り
、
気
温
が
急
激
に
上

昇
す
る
こ
と
に
加
え
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
い
る
時
は
、
熱
中
症
に
な
る

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に

長
く
い
る
こ
と
で
、体
内
の
水
分
・
塩

分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内

に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
言
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
体
調
を
管
理
し
、
次

の
こ
と
に
気
を
付
け
て
熱
中
症
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
ま
め
に
水
分
補
給
】
喉
が
渇

い
て
い
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分

補
給
し
、
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は

塩
分
も
忘
れ
ず
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
暑
さ
を
避
け
る
】
麻
や
綿
な
ど

通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
性
・
速
乾
性

の
あ
る
衣
服
を
着
用
し
た
り
、
冷
却

グ
ッ
ズ
で
体
を
冷
や
し
た
り
し
ま
し

ょ
う
。

暑
い
時
は
人
混
み
を
避
け
、
屋
内

で
は
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を

調
節
し
て
涼
し
く
し
、
屋
外
で
は
、

日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
日
陰
で
休
憩

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
の
症
状
を
知
る
】
目
ま

い
、立
ち
く
ら
み
、手
足
の
し
び
れ
、

こ
む
ら
返
り
、
気
分
が
悪
い
、
頭
痛

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
重
症
に
な
る
と

呼
び
掛
け
に
反
応
し
な
い
、
意
識
消

失
、
け
い
れ
ん
、
体
が
熱
い
な
ど
の

症
状
が
出
ま
す
。

【
熱
中
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合
】

日
陰
や
涼
し
い
室
内
で
衣
服
を
緩
め

て
体
を
冷
や
し
、
水
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。
症
状
が
改
善
し
な
い
と
き

は
早
期
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
重
症
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

◆
は
し
か
に
注
意

麻
し
ん
（
は
し

か
）
は
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
急
性
の
感
染
症

で
す
。
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
接

触
、
飛
ま
つ
、
空
気
感
染
し
、
免
疫

を
持
っ
て
い
な
い
人
が
感
染
す
る

と
、
ほ
ぼ
１００
㌫
発
症
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

予
防
に
は
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
ワ
ク

チ
ン
を
２
回
接
種
し
て
い
な
い
人

り

や
、
罹
患
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

発
熱
や
咳
、
鼻
汁
、
目
の
充
血
、

発
疹
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
な
ど
麻

し
ん
患
者
と
の
接
触
が
疑
わ
し
い
場

合
は
、
必
ず
受
診
前
に
医
療
機
関
に

相
談
を
。

＊

＊

問
❶
市
健
康
政
策
課
。

◆
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
（
ア
ス
ベ

ス
ト
関
連
疾
患
検
診
）

日
程
と
会

場
は
左
表
の
通
り
。
検
査
は
午
前
中

の
み
。
定
員
あ
り
。

対
象
は
▽
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

�
昭
和
５９
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま
れ

の
人
（
妊
娠
中
や
放
射
線
治
療
中
な

か
く
た
ん

ど
の
人
除
く
）
▽
喀
痰
検
査
（
肺
が

ん
検
診
と
セ
ッ
ト
）
�
４９
年
３
月
３１

日
以
前
生
ま
れ
で
喫
煙
指
数
（
１
日

当
た
り
の
本
数
×
年
数
）
が
６００
以
上

で
あ
る
人
（
過
去
に
お
け
る
喫
煙
者

含
む
）。
当
日
の
問
診
の
結
果
、
受

診
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

受
診
料
は
▽
胃
が
ん
検
診
�
５００
円

▽
肺
が
ん
検
診
�
１００
円
▽
喀
痰
検
査

�
４００
円
―
―
で
す
。
満
６５
歳
以
上
は

無
料
。

◎
集
団
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
）

対
象
は
、
昭
和
５９
年
３

月
３１
日
以
前
生
ま
れ
の
女
性
。
令
和

４
年
４
月
１
日
以
降
に
市
の
乳
が
ん

検
診
を
受
け
た
人
か
、
妊
娠
中
や
治

療
中
な
ど
の
人
除
く
。
受
診
料
１
千

７００
円
。
満
６５
歳
以
上
は
無
料
。

日
程
は
▽
①
７
月
１２
日
㈬
午
前
９

時
▽
②
３０
日
㈰
�
午
前
９
時
、
午
後

１
時
▽
③
８
月
５
日
㈯
�
午
前
９
時

半
。会

場
は
①
②
市
保
健
セ
ン
タ
ー
③

イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹（
藤
ノ
木
１
）。

定
員
あ
り
。
要
予
約
。

＊

＊

�
▽
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
か
ら

電
子
申
請
▽
電
話
▽
は
が
き
か
フ
ァ

ク
ス
に
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
検
診
名
、
受
診
希
望
日
を
書

い
て
、
〒
６６４
・
０
８
９
８
千
僧
１
―

１
―
１
伊
丹
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
健

康
政
策
課
へ
。
先
着
順
。

検
診
日
の
約
１０
日
前
に
受
診
案
内

を
送
付
し
ま
す
（
予
約
が
取
れ
な
い

場
合
の
み
、
市
健
康
政
策
課
か
ら
連

絡
）。

◆
い
き
い
き
健
康
大
学

市
は
、
健

康
維
持
に
つ
い
て
学
ぶ
「
い
き
い
き

健
康
大
学
」
を
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
。

日
程
と
内
容
は
▽
７
月
１９
日
㈬
�

「
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
お
口
の
ケ

ア
」
▽
２６
日
㈬
�
「『
ち
ょ
い
足
し
』

り
ょ
く力
で
脱
フ
レ
イ
ル
！
」。

い
ず
れ
も
午
後
２
時
（
全
２
回
。

講
義
と
介
護
予
防
の
体
操
を
実
施
）。

対
象
・
定
員
は
市
内
在
住
の
６５
歳

以
上
各
３０
人
。
無
料
。

�
市
介
護
保
険
課
�
７８４
・
８
０
３

７
へ
。
先
着
順
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
連
情
報

現
在
実
施
し
て
い
る
令
和
５
年
春
開

始
接
種
の
対
象
者
は
、
初
回
接
種
を

完
了
し
た
▽
①
６５
歳
以
上
▽
②
６４
歳

以
下
の
基
礎
疾
患
な
ど
の
あ
る
人
・

医
療
従
事
者
な
ど
―
―
の
人
で
す
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク
チ

ン
を
使
用
し
ま
す
。
①
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
か
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
予
約
を
。

②
は
、
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
み
予

約
可
。
初
回
接
種
を
完
了
し
た
今
回

対
象
外
の
１２
歳
以
上
の
人
に
は
、
９

月
以
降
に
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
小
児
の
追
加
接

種
や
乳
幼
児
以
上
の
初
回
接
種
は
引

き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。
要
予

約
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

問
市
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�
７６４

・
７
８
３
５
。

◆
献
血
Ｗ
ｅ
ｂ
会
員「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」

の
登
録
を

日
本
赤
十
字
社
は
、
献

ウ

ェ

ブ

血
Ｗ
ｅ
ｂ
会
員
サ
ー
ビ
ス
「
ラ
ブ
ラ

ッ
ド
」
会
員
と
な
り
定
期
的
に
献
血

に
協
力
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

会
員
に
な
る
と
▽
全
国
の
献
血
ル

ー
ム
と
一
部
の
献
血
バ
ス
会
場
の
Ｗ

ｅ
ｂ
予
約
▽
血
液
検
査
の
結
果
を
い

ち
早
く
確
認
▽
献
血
の
ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
て
記
念
品
と
交
換
▽
メ
ー
ル
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
や
次
回
献
血
可

能
日
な
ど
を
確
認
▽
献
血
記
録
の
閲

覧
―
―
な
ど
が
で
き
ま
す
。

献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

問
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
�
０７８

・
２２２
・
５
０
１
３
。

◆
特
定
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
を

県
は
、
８
月
３１
日
ま
で
特
定
医
療
費

（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
）
の
受
給
者

証
更
新
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

有
効
期
限
が
１０
月
３１
日
の
同
受
給

者
証
を
持
つ
人
に
申
請
書
類
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
６
月
中
に
届
い
て
い

な
い
人
は
県
伊
丹
健
康
福
祉
事
務
所

に
問
い
合
わ
せ
を
。

問
県
伊
丹
健
康
福
祉
事
務
所
地
域

保
健
課
�
７８５
・
７
８
７
４
。

◆
健
康
度
ア
ッ
プ
相
談
会

７
月
２８

日
㈮
午
前
９
時
半
〜
１１
時
（
１
人
約

４５
分
）
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

保
健
師
と
管
理
栄
養
士
が
個
別
に

生
活
習
慣
の
悩
み
を
聞
き
、
健
康
診

断
結
果
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
、
今

の
生
活
習
慣
で
大
丈
夫
か
不
安
な
ど

の
悩
み
に
答
え
ま
す
。
気
軽
に
相
談

を
。
希
望
者
に
は
体
組
成
測
定
も
実

施
。定

員
６
人
。
無
料
。

�
❶
市
健
康
政
策
課
へ
。
先
着

順
。

市保健センター
❶市健康政策課
�７８４－８０８０ ファクス ７８４－３２８１
❷市母子保健課
�７８４－８０３４ ファクス ７８４－３２８１
�７６４－５８７０（新型コロナワクチンに
関すること）

休日・夜間の診療
【内科】❸休日応急診療所
�７８４－８１７１ ファクス ７８４－８１４１
�土曜＝１８ ：００～２１ ：００�日曜、祝日
＝９ ：００～１２ ：００／１８ ：００～２１ ：００

こうくう

【歯科】❹市口腔保健センター
�・ファクス７８３－００７８
�日曜、祝日＝９ ：００～１２ ：００
（受け付けは１１ ：３０まで）
【小児科】❺阪神北広域こども急病センター
�７７０－９９８８ ファクス ７７０－９９０５
�平日＝１９ ：３０（診察は２０ ：００から）～
翌６ ：３０�土曜＝１４ ：３０（診察は１５ ：００か
ら）～翌６ ：３０�日曜、祝日８ ：３０（診
察は９ ：００から）～翌６ ：３０

いんこう

【眼科・耳鼻咽喉科】休日夜間急病診療所
�０６－６４３６－８７０１
ファクス０６－６４３１－９３０１
（尼崎市水堂町３－１５－２０）
・眼科�日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００
・耳鼻咽喉科�土曜＝１８ ：００～２０ ：３０
�日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００
❻県伊丹健康福祉事務所（伊丹保健所）
�７８５－９４３７ファクス７７７－４０９１

７月の健康カレンダー（最新情報は市ホームページで確認を）

ウォーキングレッスンを開催
７月６日㈭午前１０時半、イオンモ
ール伊丹昆陽（池尻４）３階で。先
着５０人に冷感タオル贈呈。
無料。当日、直接会場へ。
イオンモール伊丹昆陽

�７７３-６９８０

備 考

開庁時間内随時。窓口で妊娠届出書を作成。マイナンバー
カードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証・パ
スポートを１点もしくは健康保険証・年金手帳など２点）を
持参

申し込みなど詳しくは市ホームページで確認
を

小児科医・理学療法
士・保健師による面
接相談

心理士・保健師によ
る面接相談

保健師・栄養士によ
る面接相談

詳しくは市ホームペー
ジで確認してくださ
い。また、市外から転
入した人で、まだ受け
ていない健診がある場
合は、市保健センター
へ連絡してください

体組成測定可（要予
約）❶市健康政策課

歯や口の相談
（予約不要）。無料

指定容器が必要

食品表示（保健事項）や難病
患者等の食事に関する相談

精神科医師による心
の相談

時 間

日時は予約時に問い合わせてくださ
い。❷市母子保健課

１３：１５～１５：１５

個別に案内しています

日時は直接、実施医療機関に問い合
わせてください

個別に案内しています

受け付け
９：００～１１：００
（要予約）

１３：００～１４：００

９：００～１１：００
�７８５‒９４３７

ファクス７７７‒４０９１

１３：１５～１４：００
�７８５‒２３７１

ファクス７７７‒４０９１

１３：３０～１５：３０
�７８５‒７８６１

ファクス７７７‒４０９１

１４：００～１５：３０
�７８５‒７４６２

ファクス７７７‒４０９１

日

１４・２１日

１４・２５日

２８日

３・１０・２４
・３１日

２８日

２７日

３・４・１０・
１１・１８・２４・
２５・３１日

６・２０日

２４日

２７日

対 象

医療機関で妊娠の診断を受
けた人

妊娠している人。家族１人
同伴可

令和５年１・２月生まれ
（初期の人向け）

妊娠２４～３５週の妊婦か産後
１か月健診を終えた６か月
児未満の母児（第１子優先）

発育・運動発達などの心配
がある人
（就学前まで）

言葉の遅れ、しつけなどの
心配がある人
（１歳から就学前）

育児に関して悩んでいる人

令 和 ４ 年 ９ 月 生 ま れ

２０歳以上

幼 児 ・ 一 般 ・ 妊 婦

一 般

希望する人

希望する人・企業

希望する人

項 目

母 子 健 康
手 帳 の 交 付

も う す ぐ
パ パ マ マ 教 室
（申し込みは３日 か ら ）

モ グ モ グ
離 乳 食 教 室
（申し込みは３日 か ら ）

ぷ れ マ マ ＆ ふ れ っ し ゅ
マ マ の つ ど い
（申し込みは３日 か ら ）

乳 幼 児 発 達
相 談
（ 要 予 約 ）

幼 児 の 相 談
（ 要 予 約 ）

す く す く
育 児 相 談

４ か 月 児 健 診

１ ０ か 月 児 健 診

１ 歳 ６ か 月 児
健 診

３ 歳 児 健 診

健 康 度 ア ッ プ 相 談 会
（ 生 活 習 慣 や 健 康 に
関 す る 相 談 会 ）

歯 科 保 健 相 談

ふ ん 便 検 査
飲 料 水 検 査
（ 所 付 ）

Ｈ Ｉ Ｖ 抗 体 検 査
（ 要 予 約 ）
（ 健 康 管 理 課 ）

肝 炎 ウ イ ル ス 検 査
（ 要 予 約 ）
（ 健 康 管 理 課 ）

専 門 栄 養 相 談
（ 要 予 約 ）
（ 健 康 管 理 課 ）

こ こ ろ の ケ ア 相 談
（ 要 予 約 ）
（ 地 域 保 健 課 ）

場所

市
保
健
セ
ン
タ
ー

医
療
機
関

市

保

健

セ
ン
タ
ー

市
口
腔
保
健

セ
ン
タ
ー

県
伊
丹
健
康
福
祉
事
務
所

胃がん・肺がん検診 日程と会場
会場

市保健センター

サンシティホール★
市保健センター

受付時間は午前９～１１時（★は９時半から）。Aは男性、
Bは女性が先に受診。※は肺がん検診のみの受け付け
は終了。

日（曜日）
１９日㈬B※
３１日㈭B※
１１日㈪A
１６日㈯B

月
７
８

９



伊
丹
広
報
６
面

０
７
０
１
０
６
・
７

井
❶
井
❷
藤
❸
堀
❹
井
❺
堀
❻
藤
❼
堀
❽
藤

△！複数回講座の休講日は記載しておりません。各問い合わせ先にご確認ください

趣 味 ・ 芸 術
花の育て方講座（みどりの相談）
�＆��７月１３日＝「ローズゼラニウ
ムを楽しむ」�２７日＝「ハボタンの種
まき」。いずれも木曜１３:３０ �スワン
ホール �無料 � �市みどり自
然課�７８０-３５２１
プリザーブドフラワーを使った講習会
�７月１４日㈮１３:３０ �みどりのプラ
ザ �夏用アレンジの作製 �１５人
�３０００円 	７月１日から同プラザ�
７７２-７６９６へ。

きららホール「リンパムーブ体操」
�８月８日～１１月１４日の火曜（全４回）
１３:００ �３０人 �２４００円 	７月１１
日から同ホール�７７０-９５００へ。


子育て・子育ち
ぐら

図書館「ことば蔵」「各種イベント」
【おはなし会】�＆��７月１・８日
の土曜１５:００＝５歳～小学生各１５人�
１２日㈬１０:３０＝２～４歳とその保護者
２５組 � 【おひざの上でおはなし会】
�７月５日㈬１０:００、１０:３０ �１歳以
下とその保護者各２５組 � 【絵本よ
んで！】�＆�７月１３日㈭�１４:００＝
絵本の読み聞かせ�１５:００＝紙芝居
�幼児～小学生 � 【あなただけの
お誕生日の本】�誕生日に合った本２
冊を選んで８月に貸し出し �８月生
まれの小学生３人（要図書館利用券）
	７月１～１５日に直接、同館へ 【夏
休みめざせ！一日図書館員】�８月２２
～２５日のいずれか１日１３:３０ �小学
４～６年生各１２人 	「夏休みすいせ
ん図書」を２冊読んで記録した「本の
通帳」を持って、７月８日～８月２日
に同館へ（要図書館利用券）。いずれ
も
 �無料 �同館�７８３-２７７５
こらくる「各種イベント」
【７月のテレホン童話】�２４時間いつ
でも同所㋭か�７７２-６１５５、�７７２-６１５６
で森田満里子さん作「水が踊ってる」
が聴けます 【こらくる放課後クラブ】
�７月５・１９日の水曜１６:００（雨天中
止） �小学生各２０人 �無料 �

 【絵本を楽しもう！】�７月８日
㈯１１:００ �幼児とその保護者５組
�無料 � 
 【こらくるでリズム
あそび】�７月２４日㈪１０:３０ �２・
３歳児とその保護者５組（初参加優先）
�無料 	７月１日から同所へ。

【みんなで学ぼう災inいたみ】�７月
２９日㈯１３:３０ �水害や避難について
学ぶ �小・中学生１５人（小学３年生
以下は保護者同伴） �無料 	７月
１日から同所へ。
 【いのちのおは
なし】�＆�７月３１日㈪�９:３０＝４
歳～小学３年生とその保護者８組�
１１:００＝４年生～中学生８人 �無料
	７月２日から同所へ。
 【ディズ
ニーダンサーにチャレンジ！】�８月
２日㈬①１３:００②１３:４５、４日㈮①１０:００
②１１:００ �テーマパークダンスを踊
る �①３歳～就学前２０人②小学生２０
人 �無料 	７月２日から同所へ。

 【ママが笑顔になるゆったりヨガ】
�８月３日㈭１０:１５ �３歳児までと
その保護者１０組 �５００円 	７月７
日から同所へ。
 【窓にペイントし
よう！】�８月３日㈭・２５日㈮の１０:３０

�５歳児３人、小学生７人 �無料
	７月１日から同所へ。
 【親子で
そば打ち体験をしよう！】�８月６日
㈰１０:００、１３:００、１６:００ �小学生とそ
の保護者各４組 �ペア各２５００円 	
７月２日から同所へ。
 【親子で知
る「生理を楽しむということ」】�８
月６日㈰１０:００ �小学生の女子とそ
の保護者１０組 �無料 	７月２日か
ら同所へ。
 �同所�７６７-７６７６
図書館神津分館「各種イベント」
【あかちゃんからのおはなし会】�７
月４日㈫１０:３０、１１:００ �乳幼児とそ
の保護者各５組 �無料 � 

【ダンボールでタブレットスタンドを
作ろう】�７月２９日㈯１４:００、１５:３０ �
小学生各１０人 �無料 	７月１日か
ら同分館へ。
 �同分館�７６４-５９９１
図書館南分館「各種イベント」
【赤ちゃんのおはなし会】�７月６日
㈭１０:３０、１１:００ �２歳までとその保
護者各１０組 
 【幼児さんのおはな
し会】�７月８日㈯１０:３０ �３～５
歳 �いずれも無料 � �同分館�
７８１-７３３３
図書館北分館「各種イベント」
【ちびっこミニ映画館】�７月６日㈭
１０:３０ �「ねないこだれだ」（２００３
年。日本。２７分） �幼児とその保護
者３０組 【親子でたのしむおはなし会】
�７月１４日㈮１０:３０ �乳幼児とその
保護者 【いろはのかみしばい】�７
月２１日㈮１５:３０ �３０人 �いずれも
無料 � 
 �同分館�７７０-０５１９
きららホール「各種イベント」
【おもちゃ病院】�７月７・２１日の金
曜１３:３０～１６:００ �無料（材料費別）
� 【おもしろ科学工作教室】�７月
３１日㈪１４:００ �小学生とその保護者
１０組（３年生以上は子どものみの参加
も可） �１５００円 	７月１０日から同
ホール（�７７０-９５００）㋭から電子申
請を。

図書館西分室「おはなし会」
�７月１１日㈫１１:００ �２歳以上 �
無料 � �同分室�７８４-８０２１
中央公民館「子育てサロン」
�＆�７月�１２日＝わらべうた�２６日
＝大きな絵を描く。いずれも水曜１０:００
～１５:００ �就学前とその保護者 �
無料 � �同館�７８４-８０００
ママのための簡単ヨガレッスン
�７月１３日㈭１０:００ �いたみいきい
きプラザ �０歳～就学前の保護者２０
人 �無料（バスタオルなど持参） 	
７月１日に市㋭か子育て支援センター

イン ス タ グ ラ ム

（�７７１-１１５２）Instagramから電子申
請を。� �１歳～就学前１２人（１人
３００円。要予約）
伊丹スポーツセンター「各種教室」
【ジュニアスイミング体験会】�７月
２３日㈰１６:００ �小学生２０人 �５００円
【※親子ふれあいスイミング】�８月
６日㈰９:３０ �２５組 �１～５歳３００
円、保護者５００円 	いずれも７月３
日１３:００から（※は２４日まで）同セン
ター�７８３-５６１３へ。

市立伊丹ミュージアム「夏休み１日クラフト教室」
�７月２７日㈭１０:３０、１４:３０ �「卵を
つかってテンペラ画（卵黄と顔料を混
ぜ合わせて作った絵の具）をかこう」
�小学生以上各若干名（小学３年生以

下は保護者同伴） �各１５００円 	６
月２８日１１:００から直接同館（２９日から
�７７２-５５５７）へ。

伊丹スポーツセンター「短期特別講座」
�＆�＆�下表の通り 	７月３日
（※は１７日）１３:００から同センター（�
７８３-５６１３）㋭から電子申請を。�
講座名 日時 対象・定員 費用

夏季キッズ
ジュニアス
イミングA

７月３０日～
８月３日の
８：００

３歳～小学
生５０人 ６４５０円

サマージュ
ニアテニス
３日間

７月３１日～
８月２日の
８：００

小学生２０人 ３２５０円

夏季キッズ
ジュニアス
イミングB

８月６～１０
日の８：００

３歳～小学
生５０人 ６４５０円

さかあがり
基礎３日間

８月７～９
日の８：００

小学生各３０人 各３８７０円
※跳び箱３
日間

８月２１～２３
日の８：００

むかしさがし探検隊
�７月３０日㈰、８月８日㈫の１０:３０、
１３:３０ �市立伊丹ミュージアム �
クイズを解きながら伊丹の歴史につい
て学ぶ �小学生以下各１５人（２年生
以下は保護者同伴） �各２００円 	
７月４日から同館�７７２-５９５９へ。


キャップ

はじめてのCAPワークショップ
�８月６日㈰１４:００ �ここいろ �
自分で自分を守る力を身につけ「自分
の大切さ」を学ぶ �小学１・２年生
１５人とその保護者など２０人 �無料
	７月１日から同所�７８１-５５１６へ。

 �１歳～就学前６人（１人３００円。
要予約）
伊丹市いけばな協会「こどもいけばな教室」
�９月１６日～１０月１４日の土曜（全３回）
１０:００ �アイホール �小学３年～
中学生１５人 �３０００円 	７月３１日ま
でに市文化振興課（�７８４
-８０４３）㋭から電子申請
（右二次元コードから読
み取り可）を。�

ス ポ ー ツ
伊丹スポーツセンター「アクアイベント」
�８月４日㈮９:３０ �「水中運動」
�中学生以上２０人 �１０００円 	７月
３日１３:００から直接か、同センター（�
７８３-５６１３）㋭から電子申請を。


つ の る
図書館南分館「ほうかご図書館くらぶ」部員
７月２２日～来年３月、同分館で行事の
企画・準備などを行う人を �小学５
年～高校生１０人 �無料 	７月３日
９:３０から同分館�７８１-７３３３へ。

自衛官候補生・一般曹候補生・航空学生
�①自衛官候補生②一般曹候補生＝１８
～３２歳③航空学生＝１８～２２歳を。受付
は①随時②７月１日～９月５日③７月
１日～９月７日 �自衛隊伊丹地域事
務所�７７０-７８００
ポリテクセンター兵庫「職業訓練生」
�ハローワークで求職中の人（建築施
工・CAD科＝１６人、ビル設備サービ
ス科＝２４人、機械CAD技術科＝５人、
テクニカルメタルワーク科＝５人、生
産管理ITサポート科＝５人、住まいの
点検サービス科＝５人） 	７月３～
３１日にハローワークにある申込書を同
所に提出 �ポリテクセンター兵庫

（尼崎市武庫豊町）�０６-６４３１-７３６７
クリーンランド絵画コンクール作品
ごみの減量と３R（リデュース・リユ
ース・リサイクル）をテーマにした絵
画作品（八つ切画用紙）を。１人１点
で未発表のもの �小学生 	豊中伊
丹スリーR・センター㋭から応募用紙
をダウンロードし、必要事項を書き、
作品を添えて８月３１日までに直接か郵
送（消印有効）で、〒５６１-０８０６大阪
府豊中市原田西町２‒２‒２豊中市伊丹市
クリーンランドスリーＲ・センター
（�０６-６８４１-８１５２）へ
「第２９回伊丹まちなかバル」参加店
１０月２１日㈯に開催する「第２９回伊丹ま
ちなかバル」の参加店を。対象店舗は
西台１～５、中央１～６、宮ノ前１～
３、伊丹１～３丁目の飲食店 	７月
２８日までに伊丹まち未来㈱�７７３-
８８８９へ 【飲食店向け説明会】�７月
２４日㈪１５:００ �東リ いたみホール
�
市立伊丹病院領収書裏面広告
同病院で会計時に発行する領収書の裏
面に記載する有料広告を。�募集枠＝
６枠（１枠縦６㌢㍍×横８㌢㍍）�掲
載料＝１枠４万４０００円�掲載期間＝８
月１４日（予定）から約４カ月間（１０万
枚分）�募集期間＝７月２１日まで �
同病院医事課�７７７-３７７３
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�ピックアップ広報伊丹（月～金曜８：３０／
１２：００／１８：１０）
�いたみイベントナビゲーション（土曜９：３０
・日曜９：００）
�ことばの花束（第１週月～金曜１０：５０／１５：５０）
�I/Mインフォメーション（第２～５週の月～
金曜１０：５０／１５：５０）
�伊丹市役所何でも質問箱（火曜９：００／１４：３０
・土曜１１：４５）
�魅力発見！いたみの広場（水曜９：００／１９：００
・日曜１１：３０）
�輝け！いたみっ子（木曜９：００／１９：００・日曜
１２：３０）
�伊丹市防災インフォメーション（土・日曜
１３：１５）
�市長の部屋～ふじわラジオ（第２日曜９：１０
／翌金曜１９：２０／翌土曜１８：００）

【６月２６日号】ゲストコーナー「伊丹市の男女共
同参画の取り組み」【７月３日号】トピックス「伊
丹市吹奏楽団ソロコンサート」「企画展『ちょう
のふしぎ』」【１０日号】市政情報「地域に根差した
防災力を 伊丹市消防団」。各号お知らせコーナ
ーも。YouTubeで字幕付きの放送あり。

廃食用油・カセットボンベ・刃物・電池類などを回収
併せてフードドライブを実施

７９．４
メガヘルツ
�７８５-４１６０
市提供番組

ベイ・コミュニケーションズ
�０６-６４１７-７８９２

「伊丹だより」
ケーブルテレビ市広報番組
週替わりでデジタル放送（１１ch）
毎日９：１５、１４：１５、１７：３０、２１：３０に放送

お便りやリクエストも
受け付け中!
Ｅメール happy@itami.fm
ファクス ７８５-４１６１

回収日は下表の通り。回収時間はいずれも
９：００～１０：３０（※は１４：００～１５：３０）。
�市環境クリーンセンター�７８２-０９６８

「ハッピーエフエムいたみ」
災害時には緊急放送を実施

回収場所 回収日
※緑ケ丘体育館 毎週月曜
西野大谷公園、「ふらっと」人権センター 毎週火曜
きららホール、こらくる西側、
※伸幸苑（寺本６） 毎週水曜

市役所駐車場、神津交流センター、
くらしのプラザ 毎週木曜

野間分室、南分室 毎週金曜
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お 知 ら せ

緑ケ丘プール７月１日オープン
�７月１日～８月３１日の１０:００～１９:００
（日曜、祝日は９:００から） �４００円
（４歳～小学生２００円） �同プール�
７８２-１０６６
シルバー人材センター入会説明会
�７月７日㈮１３:３０ �＆�同センタ
ー�７７２-０１６１ �おおむね６０歳以上
�無料 �
すいせん図書貸し出し開始
７月８日㈯から市内図書館で１人２冊
まで、小学～高校生の本人利用券で１
週間貸し出します（予約・延長不可）

ぐら

�図書館「ことば蔵」�７８３-２７７５
全国瞬時警報システム（Jアラート）訓練放送
�７月１２日㈬１１:００（事前周知放送
１０:４５） �同システムを通じて、市
内２８カ所に設置した屋外拡声器などで
国民保護に関する訓練放送を実施しま
す �市危機管理室�７８４-８１６６
証明書コンビニ交付サービス停止
７月１９日㈬の終日、システムメンテナ
ンスのため、マイナンバーカードを利
用した証明書コンビニ交付サービスが
全て使えません �市市民課�７８４-
８０３８

相 談
公民館スマホ相談室（基本操作）
�７月１・１５日の土曜１３:３０～１５:３０
�＆�中央公民館�７８４-８０００ �無
料 �
パソコン相談室
�７月１３日㈭９:３０～１２:００ �＆�中
央公民館�７８４-８０００ �無料（パソ
コン持参） �

講 座 ・ 講 演
伊丹アイフォニックホール「文化サロン『話題探訪』」
【「フリスペル」の音楽の背景 スウェ
ーデンなど北欧の歴史あれこれ】�７
月１０日㈪１９:００ �５０人 �１５００円
【あなたの知らない奇妙な楽器の世界】
�８月１３日㈰１４:００ �４０人 �小学
～高校生５００円、大人１５００円 	いず
れも同ホール�７８０-２１１０へ。

ラスタ英会話講座
�７月２９日～９月３０日の土曜（全１０回）
１０:１５ �ラスタホール �若干名
�１万１０００円 	同ホール�７８１-
８８７７へ。


イ ベ ン ト
市立伊丹ミュージアム「各種イベント」

まこと

【鹿児島睦 まいにち展】�８月２７日

㈰まで �小・中学生４００円、高校・
かき もり

大学生７００円、一般１０００円 【柿衞文
庫コレクション 俳句をたのしむ―花
・鳥・虫】�８月２７日㈰まで �小・
中学生１００円、高校・大学生１５０円、一
般２００円 �同館�７７２-５９５９
バラ公園ラジオ体操仲間作品展
�７月３～１３日（１３日㈭は１６:００まで）
�＆�みどりのプラザ�７７２-７６９６
�油絵・日本書道など約５０点を展示
�無料

ぐら

図書館「ことば蔵ギャラリー」の催し
【玉本英子パネル写真展「ウクライナ
戦火の人びとを見つめて」】�７月４
～９日 【宮田可子 懐古展「てくて
くinいたみ」～妻が母が見た伊丹】�
７月１２～１６日 �＆�図書館「ことば
蔵」�７８４-８１７０ �いずれも無料

キ タ

図書館北分館「ＫＩＴＡ☆シネマ」
�７月９日㈰１３:３０ �「新感染」
（２０１６年。韓国。１１８分） �３０人 �
無料 � 
 �同分館�７７０-０５１９
ちょこっとサイエンス「雲ってなぁに？」
�７月９日㈰１４:２５ �＆�こども文
化科学館�７８４-１２２２ �雲のできる
仕組みなど実験を交えて学ぶ �４０人
�要観覧料 � 

スマホ☆カフェ
�７月１１・２５日の火曜１６:３０ �いた
みいきいきプラザ �基本的なスマー
トフォンの操作方法を教え合う �無
料 � �ボランティア・市民活動セ
ンター�７８０-１０４５
毎月１２日は「イチニ、イチニ」と歩く日
�７月１２日㈬（雨天中止） �９:３０
にJR伊丹駅西カリヨン塔前で受け付
け。大坂道コース約２.６㎞を散策 �
無料 � �市みどり自然課�７８０-
３５２１
中央公民館「夏の平和事業」
【①講演会】�＆��７月１４日㈮１８:３０
＝「現代史再考―ウクライナの戦争を
手がかりに」�３０日㈰１０:００＝「ナチ
スの大衆動員とユダヤ人迫害」�８月
５日㈯１０:００＝「ウクライナは今-文化
からみるウクライナとロシア」 �各
４０人（オンライン受講も可） �無料
【②調理実習】�７月１７日㈷１０:００ �
伊丹産ビーツでウクライナ料理を作る
�２４人 �無料（材料費別） 【写真
展】�７月２６日～８月９日９:００～
２１:３０ � �無料 【③映画会】�
＆��７月２８日㈮１８:３０、３０日㈰１３:３０
=「独裁者」（１９４０年。アメリカ。１２５
分）�２９日㈯１３:３０、１８:３０＝「あの日
の声を探して」（２０１４年。フランスな
ど。１３５分）�８月４日㈮１８:３０、５日
㈯１３:３０＝「奇跡の教室～受け継ぐ者
たちへ」（２０１４年。フランス。１０５分）
�各４０人 �無料 	①②各開催日の
３日前まで③随時同館�７８４-８０００（同
館㋭から電子申請も可）へ。
 �１
歳半～就学前各４人（１人１日３５０円。

各開催日の１０日前までに要予約）
クリーンランド「各種イベント」
【展望フロア一般開放デー】�７月１６
日㈰１０:００～１５:００（施設見学は１０:１５、
１０:３０、１３:３０。各１５人。� 
） 【家
具リユースコーナー】�同日１０:００～
１１:３０ � 【雑がみ飛行機大会】�
同日１０:００～１４:００ �５０人 � 

【クリーンランドひろばイベント】�
同日（雨天中止） � 【夏の施設見
学と収集車の体験学習】�７月１７日
㈷、３１日㈪、８月１１日㈷の１０:００～１２:００
�各５０人 	７月５日１０:００～各開催
日前日の１６:００に�豊中伊丹スリーR・
センターへ。
 【SDGs初級講座】
�８月６日㈰１０:００ �１８歳以上２０人
	７月５日１０:００～８月４日１６:００に�
同センターへ。
 �いずれも無料
�同センター�０６-６８４１-８１５２
伊丹市吹奏楽連盟「第３６回定期演奏会」
�７月１６日㈰１２:３０ �東リ いたみホ
ール �１２００人 �無料 � 
 �
天王寺川中の西村さん�７８１-６４６５
菊井箏楽社独奏会 第１７回華のコンサート
�７月１７日㈷１２:００ �県立芸術文化

センター（西宮市高松） �小学生以
上１５０人 �無料 � �菊井箏楽社
事務局�７７２-２３１２
「地元カンゲン楽団」コンサート
�７月２３日㈰１４:００ �＆�サンシテ
ィホール�７８３-２３５０ �ジャズや歌
謡曲の楽曲を演奏 �１２０人 �無料
� 

わ い わ い こうりゅうかい せい か

ワイワイ！交流会！２０２３盛夏
がつ にち ど さん ぎょう しん

�７月２９日㈯１３:３０～１６:００ �産業振
こう せ ン た ー がいこくじん に ほんじん こうりゅう

興センター �外国人と日本人の交流
かい がいこくじん に ほんじんかく にん

会など �外国人、日本人各２０人 �
む りょう し どう わ じん けん へい わ か

無料 	市同和・人権・平和課�７８４
-８１４８へ。

夏休みを元気に過ごすためのココロワークショップ
�８月３・１０日の木曜（全２回）１０:００
�ここいろ �中学・高校生１５人 �
無料 	同所�７８１-５５１６（同所㋭か
ら電子申請も可）へ。

たみとものわ～オルゴール作り
�①８月７日②２１日の月曜１３:００ �
いたみいきいきプラザ �各５人 �
各７００円 	①７月２７日②８月１０日ま
でにボランティア・市民活動センター
�７８０-１０４５へ。


記事中の記号の見方は上段の「６・７面の記号の見方」をご覧ください

６
・
７
面
の
記
号
の
見
方

�…日時 �…場所 �…内容 �…対象・定員 �…料金
�…申し込み方法 �…問い合わせ先 	…一時保育あり

…電話（で） �…ファクス（で） �…当日直接、会場へ
…はがき（で） �…往復はがき（で） �…先着順
㋭…ホームページ �…応募多数の場合は抽選
＊申し込みがはがきか往復はがき、ファクスの場合
は、次の必要事項を必ず書いてください。
必要事項…郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話

番号（あればファクス番号も）、講座・行事名、コース名など
＊往復はがきの場合は返信用に郵便番号（７けた）、
住所、氏名も記入しておいてください。

７月の相談窓口

△！電話番号はよく確かめてからおかけください

かっこ内は休業日 市外局番は「０７２」
電話 ファクス

市 役 所（土・日・祝） ７８３-１２３４
（代表）

７８４-８１０７
（広報課）

・神津支所（土・日・祝）
・北支所（土・日・祝）
・西分室（土・日・祝）
・南分室（土・日・祝）
・野間分室（土・日・祝）
人権啓発センター（土・日・祝）
くらしのプラザ（土・日・祝）
消防局
上下水道局（土・日・祝）
交通局
伊丹病院
環境クリーンセンター（土・日）

７８２-２２１８
７８１-０１５３
７７９-４３３２
７７２-１００１
７７７-６８３０
７８１-６００６
７８２-８２６１
７８３-０１２３
７８３-１６００
７８１-３７５１
７７７-３７７３
７８２-０９６８

――
――
――
――
――

７７９-６２２４
――

７８３-４９９９
７８３-４６０９
７８１-５７１１
７８１-９８８８
７７５-３１７９

司 法 書 士 相続不動産登記・借金・離婚手続など日常の心配事
平日１０：００～１２：００ ※事前予約は２枠 市市民相談課（市役所４

階）☎７８４‒８０１１
※相談は先着予約制。
【不動産】前日１２：００まで
に電話受け付け
【その他】▷事前＝１週
間前～前日の１０：００～
１７：００に電話受け付け▷
当日＝窓口は９：００か
ら。（１０：００から電話も可）
※同じ内容についての相
談は原則１回

弁 護 士 不動産・相続・離婚・近隣トラブルなど法律全般
火・木曜の１３：００～１６：００ ※事前予約は２枠

登 記 等 各種表示登記・土地境界・測量など
５日１３：００～１５：００（土地家屋調査士）

国 県 等 行 政 ２１日１３：００～１６：００（行政相談委員）

不 動 産 土地建物の売買・賃貸借など
２８日１３：００～１４：００（宅建協会役員）

税 理 士 １０日１３：００～１６：００ ※事前予約は２枠
弁 護 士（ 交 通 事 故 ） ２６日１３：００～１６：００

人 権
２０日１３：００～１６：００（人権擁護委員）

８日１３：００～１６：００�７８１-６００６（人権擁護委員） 「ふらっと」人権センター
７月５日㈬までに要予約

消 費 生 活
平日９：００～１２：００、１３：００～１６：１５☎７７５‒１２９８または☎１８８ 消費生活センター
土・日曜、祝日
電話相談１０：００～１６：００☎１８８

国民生活センター
消費者ホットライン

女性のためのカウンセリング ４・１１・１８・２５日１０：００～１４：００、１４・２８日１６：００～２０：００
（要予約）（女性相談員）※

男女共同参画センター
ここいろ
�７８１‒５５１６

※一時保育有。１歳～就
学前。相談日１週間前ま
でに要予約

女性のための悩み電話相談 ２・３・１０・２４・３１日１０：００～１４：００�７８１‒５５３１（女性相談員）
女性のためのチャレンジ相談 １３日１０：００～１４：００（要予約）（女性相談員）※
女性のための法律相談 ２２日１０：００～１３：００（要予約）（女性弁護士）※
男性のための悩み電話相談 １日１５：００～１８：００�７８１‒５５３２（男性相談員）

セクシュアルマイノリティ相談 【電話相談】７・２１日１５：００～１８：００�７６７‒１０１２【メール相談】随時（女性相談員）

就 労 支 援 相 談 １２・２８日９：００～１２：００（要予約）（ハローワーク伊丹マ
ザーズコーナー職員） 女性、子育て中の就労相談

DV被害者のためのグル
ープカウンセリング ２１日１９:００～２０:００（要予約）�ここいろ 市男女共同参画課�７８４－

８１４６ 市㋭から予約も可

労 働

第２・３水曜１３：００～１７：００
主に１５～４９歳の無業の人対象の就労相談（要予約）

宝塚地域若者サポート
ステーション
☎０７９７‒６９‒６３０５

第１・３土曜１３：００～１６：００（予約可）仕事に関する問
題（賃金、就職、解雇、社会保険、年金など）全般の相
談（社会保険労務士）

スワンホール
☎７７９‒５６６１

犯罪被害者等支援相談 犯罪被害者及び遺族への支援金などの相談 月～金
曜の９：００～１７：３０

犯罪被害者等支援総合相談窓口
�７６７-１０６３

Ｄ Ｖ 相 談 配偶者やパートナーからの暴力に関する相談
月～金曜（祝日除く）の９：００～１７：３０（まずは電話を） ＤＶ相談室☎７８０‒４３２７

教 育

【来所相談】平日９：００～１８：００（水曜は１７：００まで）
土曜９：００～１７：００☎７８０‒２４８４（要予約）【電話相談】
平日９：００～１８：００（水曜は１７：００まで） 土曜９：００
～１７：００☎７７２‒６１７１。いずれも幼稚園児～高校生と
その保護者

総合教育センター
☎７８０‒２４８０

青 少 年

【来所相談】平日１０：００～１７：００�７８０-３５４０（要予約）
【電話相談】平日１０：００～１７：３０�７７０-８７４２【メール
相談】随時（市㋭から）

少年愛護センター

【来所相談】第３土曜１５：００～１７：００（要予約） 青少年センター
�７７９-５６６１

仕 事 ・ 暮 ら し
生活が苦しい・仕事さがし・ひきこもりなど 平日
９：００～１７：３０（予約優先）（相談支援員・就労支援員
・修学支援員・アウトリーチ支援員）

くらし・相談サポートセ
ンター（市役所１階）

☎７８０‒４３４４

高 齢 者 福 祉 月～金曜の９：００～１７：３０☎７８７‒６７９７Ⓕ７８７‒６９１１ 伊丹市地域包括支援セン
ター（いきいきプラザ内）

障がい者
生活・就労相談 伊丹市地域生活支援センター（いたみいきいきプラザ内）☎７８７‒６７９８Ⓕ７８７‒６９１１

生 活 相 談 【身体】アイ愛センター☎７７２‒０２２１Ⓕ７８０‒２８９７【知的】ウィズゆう☎７７７‒７４７１
Ⓕ７７９‒３０７７【精神】いたみコミュニティケアセンター☎７７７‒２１２１Ⓕ７７７‒１１１６

子 育 て
月～金曜の９：００～１７：３０、土・日曜の９：００～１７：００（第３
日曜、祝日除く）対象：乳幼児を育てる保護者【オンラ
イン相談】不定期。日時指定、１回３０分程度

子育て支援センター
☎７７１‒１１５２Ⓕ７７２‒４５６０

家 庭 児 童 相 談 平日９：００～１７：３０☎７８０‒３５１８ 市こども福祉課母子・寡婦・父子相談
外国人（がいこくじん）
の 相 談（ そ う だ ん ）

外国語で話すとき通訳の機械を使います 月～金曜
の９：００～１７：３０（予約をしてください）☎７８４‒８１４８

市同和・人権・平和課
Ⓕ７８０‒３５１９
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広報伊丹■２０２３（令和５）年７月１日 第１４９７号（８）／ワシントンの桜は伊丹産／市の鳥・カモ／市民の花・ツツジ／市の木・クスノキ／市章

伊
丹
広
報
８
面

０
７
０
１
０
８

藤
❶
藤
❷
藤
❸
岡
❹
堀
❺
岡
❻
藤
❼
藤

夏休みに活動体験

ボランティアしてみませんか
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�３月、千葉県で開催された「第２２回全国小学生ソ
フトテニス大会（ダブルス４年生以下の部女子）」
で優勝した池尻小４年の中川心愛さん（写真左から
２人目）が５月２９日、両親と共に市長を表敬訪問し
ました。中川さんは３歳からソフトテニスを始め、
現在は伊丹ジュニアソフトテニスクラブに在籍し練
習に励んでいます。中川さんは「将来はプロを目指
して、これからもテニスをがんばりたい」と話しま
した。

なつボランティア体験学習�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こどもの居場所（こども食堂）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験

小
〜
大
学
生
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
を
行
な
い
ま

す
。コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
希
望
の
活

動
先
を
提
案
し
ま
す
。

【
日
程
・
対
象
】
▽
７
月
２１
日
〜

８
月
２７
日
�
小
・
中
学
生
、
高
校
生

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）
▽
７
月
２１
日
〜
９
月
３０
日
�
専

門
・
大
学
生
。

【
内
容
】
地
域
や
福
祉
施
設
な
ど

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

【
参
加
料
】
申
し
込
み
時
５００
円
。

�
直
接
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
へ
。

福
祉
講
座

福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

い
ず
れ
も
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
（
※
は
ア

イ
愛
セ
ン
タ
ー
）で
。

無
料
。
内
容
な
ど
は

下
表
の
通
り
。

�
各
開
催
日
の
５

日
前
（
①
②
は
７
月

１４
日
）
ま
で
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
へ
。
先

着
順
（
①
②
は
応
募

多
数
の
場
合
は
抽

選
）。

＊

＊

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
�
７８０
・
１
０
４
５
。

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
は
、
こ
ど

も
食
堂
で
、
小

・
中
学
生
に
勉

強
を
教
え
た
り

食
堂
運
営
の
補

助
を
行
っ
た
り

す
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
は
大
学・大
学
院
、短
期
大
学
、

専
門
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
。

募
集
会
場
は
下
表
の
通
り
。

毎
回
参
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
途
中
参
加
・
退
出
も
可
。
市
内

移
動
分
の
交
通
費
や
活
動
中
の
食
費

相
当
分
を
支
給
（
上
限
あ
り
）。

�
市
役
所
１
階
の
自
立
相
談
課
に

あ
る
申
し
込
み
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
書
き
、
顔
写
真
を
貼
っ

て
、
直
接
か
郵
送
で
〒
６６４
・
８
５
０

３
伊
丹
市
役
所
自
立
相
談
課
（
�
７８０

・
４
３
４
４
）
へ
。

�本市の訪問看護ステーションで理学療法士として
勤務しながら、エスペランサスポーツボクシングジ
ムに所属するプロボクサーのロリト麻理菜さん（写
真右）が６月１２日市長を表敬訪問しました。ロリト
さんは、４月に開催された「日本女子ミニマム級王
座決定戦」で勝利し、チャンピオンベルトを獲得。
「たくさんの人に支えていただいたので、恩返しが
できてほっとしています。今後は世界チャンピオン
に向けてがんばりたい」と話しました。

こ
ど
も
夏
イ
ベ
ン
ト

◆
夏
休
み
親
子
能
楽
教
室

７
月
２１

日
㈮
・
２５
日
㈫
、
８
月
１
日
㈫
の
午

後
１
時
半
、
本
泉
寺（
伊
丹
２
）で
。

▽
内
容
�
能
楽
ミ
ニ
講
座
や
小
鼓

・
仕
舞
体
験
▽
対
象
・
定
員
�
小
・

中
学
生
各
２０
人
▽
参
加
料
�
無
料
。

�
各
開
催
日
の
７
日
前
ま
で
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
か
ら
電
子
申

請
を
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
い
合
わ
せ
は
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
�
７８０
・
３
５
３
３
へ
。

◆
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
の
夏
祭
り

７
月

２２
日
㈯
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
、
ス

ワ
ン
ホ
ー
ル
で
。

▽
内
容
�
お
化
け
屋
敷
、
楽
し
い

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
か
ん
た
ん
工
作

―
―
な
ど
▽
参
加
料
�
無
料
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

問
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
�
７７９
・
５
６
６

１
。

◆
「
ふ
ら
っ
と
」
児
童
館

夏
休
み

☆
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
教
室

【
レ
ジ
ン
で
つ

く
る
ト
ロ
ピ
カ
ル

ド
リ
ン
ク
（
上
写

真
）】
７
月
２６
日

㈬
午
前
９
時
半
、

１１
時
。

▽
対
象
・
定
員
�
小
学
生
各
６
人

▽
参
加
料
�
各
３００
円
。

【
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
紙
す
き
ハ

ガ
キ
】
２６
日
㈬
午
後
１
時
半
。

▽
対
象
・
定
員
�
小
学
生
１２
人
▽

参
加
料
�
８００
円
。

【
自
然
の
大
切
さ
を
知
る
。
自
然

の
恵
み
で
楽
し
い
ク
ラ
フ
ト
！
】
８

月
２
日
㈬
午
前
１０
時
。

▽
対
象
・
定
員
�
小
学
生
３０
人
▽

参
加
料
�
１００
円
。

【
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！
チ
ョ
ー
ク
ア

ー
ト
】
２
日
㈬
①
午
後
１
時
半
②
３

時
。▽

対
象
・
定
員
�
①
小
学
１
〜
３

年
②
４
〜
６
年
各
８
人
▽
参
加
料
�

①
５００
円
②
８００
円
。

【
ジ
ャ
ン
ボ
あ
お
ぞ
ら
か
る
た
と

平
和
川
柳
づ
く
り
】
７
日
㈪
午
後
１

時
半
。

▽
対
象
・
定
員
�
小
学
生
２０
人
▽

参
加
料
�
無
料
。

【
平
和
映
画
会
】
９
日
㈬
午
前
１０

時
。

ア

ス

ト

ロ

ボ

▽
内
容
�
「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

Ｂ

ー

イ
Ｏ
Ｙ

鉄
腕
ア
ト
ム
」「
リ
ボ
ン
の

騎
士
」
▽
対
象
・
定
員
�
小
・
中
学

生
５０
人
▽
参
加
料
�
無
料
。

【
お
も
し
ろ
環
境
化
学
実
験
】
９

日
㈬
午
後
１
時
半
。

▽
内
容
�
生
活
の
中
に
あ
る
化
学

現
象
な
ど
の
実
験
▽
対
象
・
定
員
�

小
学
生
２０
人
▽
参
加
料
�
３００
円
。

【
プ
ラ
バ
ン
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
＆

ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
】
２３
日
㈬
午
前
９

時
半
、
１１
時
。

▽
対
象
・
定
員
�
小
学
生
各
６
人

▽
参
加
料
�
各
３００
円
。

【
英
語
を
楽
し
む
サ
マ
ー
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
】
２３
日
㈬
①
午
後
１
時
半
②

３
時
。

▽
対
象
・
定
員
�
①
小
学
１
〜
３

年
１２
人
②
４
〜
６
年
８
人
▽
参
加
料

�
各
２００
円
。

�
７
月
５
日
か
ら
「
ふ
ら
っ
と
」

児
童
館
�
７８１
・
２
５
１
７
へ
。
先
着

順
。

◆
夏
の
星
空
観
望
会

８
月
２７
日
㈰

午
後
７
時
、
こ
ど

も
文
化
科
学
館

で
。プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
星
空
案
内
と

屋
外
で
望
遠
鏡
を

使
っ
た
天
体
観
察
（
右
上
写
真
）。

定
員
１５０
人
。
参
加
料
２００
円
。

�
７
月
１９
日
ま
で
に
こ
ど
も
文
化

科
学
館
（
�
７８４
・
１
２
２
２
）
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
を
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

昆
虫
館
と
ア
イ
ホ

ー
ル
の
コ
ラ
ボ
企

画
。
ア
イ
ホ
ー
ル

で
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や

ナ
ナ
フ
シ
、
ク
ツ
ワ

ム
シ
な
ど
夜
行
性
昆

虫
を
展
示
し
ま
す
。

暗
闇
の
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
を
懐
中
電
灯

の
明
か
り
だ
け
で
虫

た
ち
の
観
察
を
し
て

み
よ
う
。

【
日
程
】
７
月
９

〜
１７
日
の
▽
月
〜
金

曜
�
午
前
１０
時
〜
午

後
５
時
▽
土
・
日

曜
、
祝
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
７
時
（
１６

日
㈰
は
午
後
１
〜
７

時
）
▽
持
ち
物
�
懐

中
電
灯
。

無
料
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。

問
ア
イ
ホ
ー
ル
�
７８２
・
２
０
０

０
。昆

虫
標
本
の
作
り
方
講
座

▽
日
時
�
７
月
１６
日
㈰
午
前
１０
時

▽
会
場
�
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
▽
対
象
・

定
員
�
小
学
３
年
生
以
上
２０
人
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）
▽
受
講
料
�

７００
円
。

セ
ミ
の
羽
化
観
察
会

▽
日
時
�
７
月
１６
日
㈰
午
後
７
時

▽
会
場
�
笹
原
公
園
（
車
塚
１
）
▽

対
象
・
定
員
�
５０
人
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
▽
参
加
料
�
３００

円
。

＊

＊

�
７
月
１
〜
７
日
に
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
の
講
座
名
を

書
い
て
フ
ァ
ク
ス
７８５
・
２
３
０
６
か

昆
虫
館
（
�
７８５
・
３
５
８
２
）
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
を
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

昆昆虫虫館館××アアイイホホーールル

むむししむむしし☆☆ナナイイトトフフィィーーババーー
伊丹郷町クラフトショップ
ガラスフェアを開催

風鈴やグラスなど、暑い夏にお薦めの涼し
げなガラス作品を展示・販売します。お気に
入りの１点を見つけませんか。
【日程】８月２７日㈰まで
【会場】市立伊丹ミュージアム旧石橋家住宅
１階
入場無料。
市立伊丹ミュージアム�７７２-５５５７

★

七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
！

い
ず
れ
も
無
料
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。

★
み
ど
り
の
プ
ラ
ザ

▽
日
程

�
７
月
１
〜
７
日
▽
内
容
�
願

い
事
を
書
い
た
短
冊
を
笹
に
飾

る
。【

笹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
７
月

５
日
㈬
午
前
１０
時
か
ら
。
定
員

３０
人
。
先
着
順
。

問
み
ど
り
の
プ
ラ
ザ
�
７７２
・

７
６
９
６
。

★
こ
ら
く
る

▽
日
時
�
７
月

７
日
㈮
午
前
１０
時
半
、
午
後
４

時
▽
内
容
�
身
近
な
材
料
で
飾

り
を
作
る
▽
対
象
・
定
員
�
幼

児
〜
小
学
生
各
７
人
（
幼
児
は

保
護
者
同
伴
）。
先
着
順
。

問
こ
ら
く
る
�
７６７
・
７
６
７

６
。

！発行日までに広報伊丹が届かないときはジャパンメッセンジャーサービス㈱�®０１２０－６３－３２３２、ファクス０１２０－６４－３２３７へ

ボランティア募集会場一覧
開設日程

第２月曜午後５～７時

第３水曜午後４～７時

第２金曜午後４～７時
第３火曜午後５～７時
第４火曜午後５～７時
第３水曜午後５～７時

第２木曜午後４～７時

第１・３金曜午後５～
７時
第２・４木曜午後３時
半～５時
第３月曜午後５～７時
第４金曜午後５～７時

第４金曜午後５～７時

会場
サンシティホール
オアシス千歳特別養護老人ホ
ーム（中央４）
あじさいセンター（宮ノ前３）
いきいきプラザ
国際エンゼル協会（若菱６）
緑ケ丘センター（緑ケ丘１）

大鹿交流センター（大鹿３）

エシカル工房（森本２）

植松会館（伊丹６）

せつようセンター（昆陽南３）
きららホール

池尻文化センター（池尻６）

食堂名
さくらっこ食堂
いたみっ子だん
らん食堂
あじさい食堂
いきいき食堂
あおぞら食堂
みずほ食堂
みどりっ子食堂
「大鹿」
神津こども食堂
おむすび広場

有っこのへや

にじいろ食堂
てんてん食堂
たんぽぽ食堂
「いけじり」

福祉講座一覧
対象・定員

小学生各１５人
（３年生以下は
保護者同伴）

❶小学生❷中～
大学生各１０人

内容

手話を学ぶ

聞こえない・聞
こえにくい人と
会話する方法を
学ぶ

体験を通して障
がいを学ぶ

認知症の理解を
深める

日時
７月２５～３１日
（全４回）午前
１０時
８月１～９日
（全４回）午前
１０時
❶４日㈮午前１０
時❷４日㈮・７
日㈪（全２回）
午後１時半
❶１０日㈭午前１０
時❷同日午後１
時半
❶１８日㈮午前１０
時❷同日午後１
時半

講座名
①子ども手話
教室（A）

②子ども手話
教室（B）

筆談って何？
要約筆記体験

※知的・発達
障がいの疑似
体験講座

認知症サポー
ター養成講座


